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現在（平成20年９月）の東大ア式蹴球部の部室
は農学部の構内にあり、ホームグラウンドは御殿
下グラウンドである。なぜ部室とグラウンドとの
間にこれほど距離があるのか疑問に思う向きも多
いことだろう。以下、部室とグラウンドについ
て、ア式蹴球部創設以来の変遷と、現在の部室を
建設した経緯を中心に歴史をたどってみたい。

加賀藩の馬場の一部とか

１．大正期
御殿下グラウンドは、江戸時代には加賀百万石
の前田家の馬場の一部だったということを聞いた
ことがあるが、資料に当たっていないので確実な
情報ではない。明治時代には今の場所にグラウン
ドがあったことは確かである。
竹腰重丸は入学する前に「東大に入っても練習
するグラウンドがないぞといわれたが、狭くても
広場があればサッカーの練習はできる」と答えた
という。
竹腰の入学した大正13年の当時の御殿下グラウ
ンドは、今よりも狭く、しかもテニスコートが半
分以上を占めていたようである。といっても今の
テニスコートのようにフェンスで囲まれていたの
ではなく、支柱（それも取り外し可能な）が立っ
ていて、ラインを引いていたという程度であった
と思われる。それは恒例の陸上運動会がこのグラ
ウンドで行なわれていたことからの推測である。
当時のテニス部は、ラグビー部やサッカー部よ
り早くからあって強い選手もいたから、後発の部
に使用権が認められなかったのであろう。大正14
年春の帝大新聞には、サッカー部は火、金は駒込
染井（現巣鴨駅そば）の本郷中学（現本郷高校）
で、水、土は御殿下の片隅で練習しているという
記事がある。
サッカー、ラグビーとも関東の強豪チームとな
ったことから、両蹴球部とホッケー部が共同して

大正14年からテニスコートの移転を大学側に強く
働きかけていた。その結果、テニスコートを巣鴨
の庚申塚近くの大学所有地に移転する案を大学当
局が提案してきたが、テニス部の強硬な反対でな
かなか実現しなかった。
今の農学部は、当時は旧制第一高等学校のキャ

ンパスだったから、サッカー場はあっても人様の
グラウンドだった。一高はサッカーもラグビーも
強かったから、近くても借りることは困難だった
ろう。駒場にあった東大農学部と一高がキャンパ
スを交換するのは、昭和10年のことである。従っ
て、今の農学部に東大のグラウンドやコートを求
めることは不可能だったのである。
しかし、強硬策をちらつかせながらの大学側の

説得にようやくテニス部も納得して、大正15年の
秋の京大戦後に庚申塚に移転することを了承し
た。また、御殿山側にあった道路をつぶしてグラ
ウンドを２ｍほど拡張することになった。この年
の12月の帝大新聞に寄稿した野津謙のリーグ戦総
評には、東大ア式蹴球部はグラウンドがかなり自
由に使えるようになったことが書かれている。
また正月恒例の高校大会も、それまでは高師グ

ラウンドを借りて行われていたが、主催者である
東大ア式蹴球部のホームグラウンドができたこと
で、昭和３年正月からは御殿下グラウンドで開催
されることになった。

周辺は漱石の小説の舞台

２．昭和期
東大ア式蹴球部の部誌である「闘魂」４号（部

室建設記念号、平成元年発行）にある、当時のＬ
Ｂ会長・高山英華（昭９卒）の文章によると、
「僕が東大に入ったのは、昭和６年の春であっ
た。その頃の御殿下グラウンドは、一周300ｍほ
どのトラックが主で、それを覆ってサッカーやラ
グビーのグラウンドとして併用しておった。そし
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て、その西北の隅に、柔道場や食堂などの木造の
建物があった。病院側には立派な桜並木があり、
夏目漱石の小説の舞台にもなったところでもあっ
た。その柔道場の脇に、小さな６坪ほどの木造の
バラックがあり、これが部室であった。」とあ
る。
夏目漱石の小説「三四郎」には、明治時代に大
学の陸上運動会が開かれた芝生の運動場として登
場する。御殿と池も出てきて、現在のグラウンド
名と三四郎池の由来となっている。

病院側地下に立派な部室

３．戦前～昭和57年
戦前のいつごろか不明であるが、御殿下グラウ
ンドがサッカー場として整備され、病院側の地下
に当時としては立派な部室が造られた。その後こ
のグラウンドと部室は半世紀に及ぶ歴史を刻むこ
とになる。
昭和14年からは関東大学１部リーグの試合にも
御殿下が使われるようになった。東京オリンピッ
ク前の日本代表の練習も、クラマーコーチのもと
でこの御殿下が使われるなど、東大だけでなく、
多くのトッププレーヤーがここで試合や練習を行
っていたのである。
前述の高山の文章には
「その後、蹴球部の部長さんであった内田祥三
先生の御尽力で、グラウンドは整備・拡充され、
病院側の地下にコンクリート造の部室が造られ、
シャワーなどの設備もととのえられた。」との記
述がある。戦後のある時期（昭和20年代後半）は
第２食堂の横にあった部室を使用していた。
写真は昭和40年代後半の御殿下グラウンドの貴
重な写真である。この写真にある通り、芝生でな

く土の御殿下グラウンドこそが昭和の歴代のア式
蹴球部部員の活躍の原点であった。
部室の写真がないのは残念であるが、地下の部

室は、昭和58年以前に入部したア式蹴球部部員
（現在の45歳以上のＬＢ会員）にとっては、誠に
思い出深き場所であり、関東大学リーグの１部・
２部、東京都リーグ１部の数々の試合を戦った部
員の汗と涙が詰まった場所であった。

地下に記念の屋内体育館

４．昭和57年～平成元年
昭和57年に東大創立百年を記念して、御殿下グ

ラウンドの地下に屋内体育館を建設することが決
定された。翌年夏に工事が開始され、秋のリーグ
戦からグラウンドが使用不能となる。昭和58年の
京大戦が御殿下グラウンド最後の試合であった。
そして、埋蔵文化財の出土のため昭和62年まで４
年間の長きにわたり、延々と考古学的発掘調査が
続くことになる。
昭和57年11月30日付で、西本晃二ア式蹴球部部

長、渡辺洋三ＬＢ会代表幹事名で平野龍一総長宛
に提出した「本郷記念館（仮称）建設に伴う要望
書」には、以下の２点が要望されている。
〈1〉	工事期間（20 ヵ月）中の農学部グラウン

ドの改修（土の入れ替え、整地等）、仮部
室の設置（50名分）

〈2〉記念館建設後、屋根を埋め戻して再びグラ
ウンドを作るときの整備

	 ①御殿下グラウンドの全面的改修
	 （105m×68mへの拡張、土壌改良、スプ
リンクラー、夜間照明、ネットフェン
ス、観客席等の設置）

　　②本格的部室の建設
	 （シャワー、トイレ、トレーニングルー
ム、ミーティングルーム、対戦チーム用
控え室等）

しかしながら、大学側が整備したのは、夜間照
明だけは設置されたものの、正規の試合ができな
い狭い石ころだらけの農学部グラウンドと小屋同
然の仮部室のみであった。　
昭和60年12月19日付の学生課長宛の要望書に

は、当時の劣悪な状態がしっかり述べられてい
る。（破傷風の恐れのあるグラウンド、あまり湯
が出ないシャワー２基、破れた窓ガラスなど）
この「苦難の時代（昭和58年～ 63年）」にサッ昭和40年代の御殿下グラウンド
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カー部は一度は都リーグ２部に降格しながら、２
年で１部復帰を果たしている。
昭和62年に考古学的調査が終了し、いよいよ記
念館の建設の段になり、屋根を埋め戻して復旧す
るはずであった御殿下グラウンドを「人工芝化」
するという、寝耳に水の大学側からの提案があっ
た。当時の人工芝は劣悪であり、脚に障害を起こ
すことから、世界的にはサッカー場を始め運動場
への適用を止める動きがあった。しかし大学側は
単なる記念館の屋根として管理しようとして、人
工芝化を強行した。写真は完成した御殿下グラウ
ンドである。短い人工芝に砂を入れた代物で、サ
ッカーにはまったく向かないものであった。

ここに至り、ＬＢと現役は熟慮の末、農学部運
動場にホームグラウンドを移す決断をした。
昭和62年５月15日付の「本郷記念館（仮称）建
設に伴う要望書（三）」サッカーグラウンドの農
学部キャンパス移転に関する要望（東京大学本郷
記念館に関する懇談会・関口座長宛）で、農学部
グラウンドの全面改修（115m×73m化、照明灯
増設、シュート板他）と新部室の建設の２点を強
く要望している。当時の西本部長（昭31卒）を先
頭に、ＬＢ総力をあげての大学側との折衝の過程
が「闘魂」４号に書かれている。今、読み返して
みても、大変な交渉であったことが判る。
グラウンド改修は、大学から6,000万円の予算
を引き出し、昭和63年5月に完成した。農学部運
動場を縦115m、横73mに拡張し、シュート板、
夜間照明、散水設備などを備えた公式戦が可能な
グラウンドである。その年の「五月祭」（昭和63
年５月28日）にグラウンド開きを盛大に行った。
一方、部室についてはＬＢ会として寄付を募

り、恒久的な部室を建設しようとの機運が盛り上
がった。昭和62年６月15日におそらくア式蹴球部
史上初めて、各年代の代表ＬＢが部室建設委員会
の初会合に参集した。その場で募金額を当初案の
600万円から1,000万円にアップし、満場一致で
「新部室建設」を誓い合った。大学の「百年記念
事業委員会」から1,400万円を引き出すことにも
成功し、計2,400万円の予算を準備した。あの会
合での参加メンバーの意気込みや熱い情熱は、今
も記憶に新しい。その後の幾多の試練を経て、現
在のＬＢ会の組織・活動があるが、あの会合こそ
が原点であったと今更ながらに実感している。

農学部に 2階建て新部室

平成元年～平成16年
平成元年３月、実に６年ぶりに、公式戦のでき

る農学部のホームグラウンドと現在の部室の建物
が完成した。下の写真は平成20年に撮影したもの
で、新築から20年を経てツタがからまり、大きな
樹木に囲まれて少し風格すら出てきた。
農学部キャンパスにおいて、公式戦のできるグ

ラウンドと２階建ての素晴らしい部室を手に入れ
たア式蹴球部は、都リーグ１部に数年間踏ん張っ
たが、その後、２部、３部Ｂに低迷することにな
る。当時の農学部グラウンドは、広さこそ確保さ
れていたが、整地をしてもすぐ凸凹になるし、レ
ンガやガラスの破片が混じっていて、管理は大変
であった。
平成14年ごろ、地震研究所の拡張および法科大

学院の建物が建設される計画が持ち上がった。影
本部長（現部長、昭51卒）以下は対応に苦慮し、
運動会と協議した。窓口が総務担当理事の小林寛
道氏（現在の東大柏Ⅱキャンパス「生涯スポーツ
健康科学研究センター」客員教授）で、同氏のご
尽力により再び御殿下グラウンドへのホームグラ

人工芝化されたがサッカーには全く不向き

建築後、20年たった部室の建物
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ウンド移設が実現することになる。改めて小林先
生に感謝申し上げたい。先生よりお聞きした経緯
は次の通りである。

農学部グラウンドの一角に、地震研究所および
法科大学院の建物が建設される計画が持ち上がっ
た。（財）東京大学運動会企画委員会は、キャン
パス計画が安易に変更され、運動施設内に建物が
建てられることに強く反対した。運動会総務担当
理事小林寛道が窓口となり、農学部グラウンドに
関する利用者への説明、およびア式蹴球部をはじ
め、農学部グラウンドを利用する団体や個人から
の意見聴取や希望に関する説明会を行った。ま
た、ア式蹴球部のホームグラウンドについて、御
殿下グラウンドに復帰する案を作成した。
ア式蹴球部の御殿下グラウンドの移転に関して
は、大学側に次の妥協案を提示した。
１．夜間のグラウンド利用が出来るように、夜
間照明を設置する。

２．FIFA公認の人工芝グラウンドを整備する。
３．部室を整備する。
当時、人工芝のサッカー場には反対があった
が、良質の人工芝が開発されており、FIFA公認
の人工芝があることを説明し、種々検討した結
果、人工芝化が認められた。
夜間照明については、病院がまぶしいと反対す
る意見があったが、前年には新しい病棟が完成し
て、グラウンド側には病室がないなどの理由をあ
げて、反対意見に対抗した。ボールが飛んできて
危いという意見には、フェンスを設けることで、
安全を期すことが出来ると説得した。その他、農
学部グラウンドの存在価値に絡んで、もろもろの
意見が出たが、利用状況の調査結果などデータを
あげ、一つひとつ反証し、当時の御殿下グラウン
ドを、夜間照明つきのグラウンドに整備しなおす
ことによって、農学部グラウンドの縮小に対応で
きる案を作成して、大学本部の理解を得た。
グラウンドを守る側に立った大学側の正式の機
関がなかったことを指摘し、大学内に学生の厚生
施設や運動施設の管理運営に関する委員会の設置
を提案し、平成17年に学内委員会が設置された。

21 年振りに御殿下に戻る

平成16年～現在
このようにして、天然芝に劣らない本格ロング

パイル人工芝のピッチと新型の照明設備を備え
た、全国の大学でもトップクラスのグラウンドが
平成16年３月、長谷川体育施設（株）により、御
殿下に完成した。この人工芝敷設に当たっては、
同社に勤務している御殿下少年サッカースクール
出身の竹内俊裕さんが、御殿下への思い入れもあ
って受注に成功し、工事に当たってくれた。
新生御殿下グラウンドのこけら落としとして、

平成16年４月１日にア式蹴球部対東大ダックス
（東大の教職員を中心としたチーム）の試合が行
われた。この年、実に21年振りにホームグラウン
ドを御殿下に戻して秋のリーグ戦を戦い、見事に
東京都リーグ２部への復帰を果たした。
農学部グラウンドは現在、学生、教職員のスポ

ーツを楽しむ場として盛んに利用されている。
最近の現役諸君は、充実した部室と素晴らしい

人工芝の御殿下グラウンドで４年間のア式蹴球部
生活を送ることが出来る訳だが、これもひとえに
90年の歴史とその間の先輩たちの努力の賜物であ
ることを忘れないで欲しい。
	 （吉澤伸明、吉野元章、大正期は浅見俊雄）

	 （注）昭和57年～平成元年までの新部室建設については「闘
魂」４号（部室建設記念号）に詳述されている。「闘魂」
１～５号は東大ＬＢ会のホームページのアーカイブスで見
ることができる。

新しい人工芝に改装されたグラウンド



御殿下グラウンドは、一時期をのぞいてずっと東大ア式蹴球部のホームグラウンドであった。しか

し現役の練習、試合に使われただけでなく、ア式蹴球部周辺でのさまざまなサッカー活動の場でもあ

った。その中から特に部との関連の深い活動として、大学の学外開放を意図して作られた「御殿下少

年サッカークラブ」と、東大職員のサッカークラブである「ダックス」の成り立ちからいまに至る足

跡を、関係者にたどっていただいた。
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何もかも楽しかった
私にとって人生の発端

� スクールＯＢ 竹内俊裕

昭和40年当時、本郷へは各国鉄の駅より都電に
乗り、赤門前もしくは龍岡門前で下車、ある者は
三四郎池から山を越えて、ある者は龍岡門前の和
菓子屋さんで冷たいチェリオを買って、トボトボ
と御殿下グラウンドに向かった。
私は昭和31年生まれで、当時小学校４年生。御
殿下グラウンドにサッカースクールが開校
し、最初に生徒として白羽の矢が向けられ
た文京区内の国立大附属小学校３校の一
つ、お茶の水女子大学附属小学校のサッカ
ー部の一員であった。当時、東京オリンピ
ックの影響で国際化に目覚めたばかりの東
京では、そこいら中の商店街には万国旗が
まだ飾られていた。
学校では体育の先生に勧められてサッカ
ーを始めたが、それは単に授業でのサッカ
ーであり、それはそれで、それまで王、長
島を追いかけていた子供たちには、誰でも
得点を入れられて一瞬でヒーローになれる
サッカーは新鮮で楽しいものと映り、サッ
カーを教えてくださった体育の先生に感謝をしな
ければならないと思っている。
そんなころ東大で少年サッカースクールを始め
ると聞き、当時民間でサッカースクールなんてな
かった時代だったので、これまた新鮮、Good	
sounds	!	すぐさまサッカー部仲間で入会した（と
言っても、なんせ小学生ですから会費を払えるわ

けはない。結果、母親のお仕事に……）。
スクールの名前も開校当時は「東京サッカー友

の会」だったと思うが、後に現在まで続く「御殿
下少年サッカークラブ」になった。スクールは毎
週日曜日に開かれ、渡された会員証の表紙の裏に
出席のハンコを当時クラブのマネージャーだった
クロちゃん（旧姓黒崎さん。当時とてもチャーミ
ングな女子大生、だったか？）に押してもらって
いた。
スクールの内容は基礎的な練習が大半で、浅見

先生の教え方がまた理論的であったことを覚えて
いる。例えば、足の内側外側でのトラップでは

「球が来たら足で入射角と反射角を考えた壁を作
って」とか、ヘディングの練習では「ブランコに
乗って上に行った時にあごを引く。前に行った時
にあごを前に出す。その要領でボールに書いてあ
る文字が見える位まで目を開いておデコに当てる
ように」とか、などなど…。この理論的なスクー
ルでの「お勉強」が当時は学校とは違っていた。

 御殿下少年サッカークラブ　思い出の記

御殿下グラウンドでの練習風景
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すんなり身体や脳にしみこんで、自然に数学や
物理がなんとなく好きになった少年は私だけでは
ないと思うが、現在設計を天職にしている私には
「人生の発端」と言っても過言ではない。
スクールは当時は石ころがいっぱいのグラウン
ドで行われていて、時々生徒が一列になって石拾
いをした覚えもある。そんな土のグラウンドだっ
たため、雨が降ると中止になることもあり、着替
えをしていた御殿山の木陰で雨を恨んだこともあ
った。一度、朝集まってから雨になってしまった
時に、農学部の方にあったボロ部屋（失礼！ア式
蹴球部の合宿所だったらしい）に連れて行かれ、
フィルム鑑賞会をしたこともあった。フィルムの
内容は白黒の外国のサッカーの試合（確かドイツ
や英国の試合だったと思うが）で、当時テレビで
放映が始まったダイヤモンドサッカーと同様の、
日本では見たことのないパワーと速さと技術力に
圧倒される内容であった。今思うと「農学部の小
屋で見たフィルム」	と	「テレビのダイヤモンドサ
ッカー」	 と	「メキシコ五輪で全日本が銅メダル」
の３本セットが日本におけるサッカーの夜明けで
あり、私にとっては人生のほとんどに登場するこ
とになる「サッカー」への目覚めであった。
スクールでもう一つ思い出に残っているのは合
宿である。修学旅行でさえ大騒ぎする年ごろであ
ったため、大好きなサッカーで自宅以外で皆と遊
べるとなれば、その後のことはご想像通りの大騒
ぎだった。合宿地となったのは、検見川グラウン
ドや東京五輪で選手村として使われていた建物を
改修した国立オリンピック記念青少年総合センタ
ーであった。検見川グラウンドではちょうど全日

本が合宿中で、現在では考えられないことだが、
代表選手から直接指導を受けることが出来た。シ
ュート練習は転がしてもらったボールを蹴る練習
で、ゴール裏の林に「宇宙開発」（当時しきりに
言われていた言葉）して、ボールをなくす子供も
結構いた（確か私もタチカラの張り皮のボールを
なくした記憶がある）。
国立青少年センターでは、当時黄金期を迎えよ

うとしているバレーボール男子の合宿中で、横
田、森田、大古の３大人気選手や、今は亡き猫
田、南両選手が体育館で大声を上げて練習に取り
組んでいるのを見学し圧倒されたこともあった。
当時２ｍ近い身長の人は珍しく、ジャイアント馬
場さんぐらいだったと思われるが、近くで見ると
赤い短パンが目の位置で、顔ははるか２階位の上
にある感じだった。日本人でも背が大きくなるん
だ、と思った瞬間であった。
さて、色々と御殿下の思い出をたどってみる

と、その当時起こった世事や自分に起こった出来
事もよみがえってくる。昨晩の夕食の内容も忘れ
てしまうのに、何でこれほど出来事や場面、音や
臭いまでもが一瞬にしてあふれ出てくるのか。
ただ確実に言えることは、43年前から日本にサ

ッカースクールが存在し、多くの子供たちと共に
サッカーを育てて、現在の三浦カズ、中田ヒデ、
俊輔らを育てた日本サッカー界の礎の一つになっ
た、ということである。また、その少年サッカー
を支えてこられ、東大ア式蹴球部の90年の歴史に
携わってこられた方々に深くお礼を申し上げ、不
滅の伝統を守り続けられますようお祈り申し上げ
ます。	 （長谷川体育施設勤務）

検見川グラウンドで日本代表選手といっしょに
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現役部員が全面協力
合宿など企画して成果

� 戸苅晴彦

東京大学に教員としてお世話になったのは、昭
和38年から平成８年までの実に38年間もの長きに
わたるものであった。しかも一生をサッカーに賭
けようと決断していた自分にとっては恵まれた環
境で過ごせたことにまず感謝したい。
知遇を得たのは、初期には竹腰重丸先生（教養
学部講師、以下敬称略）が、その後の長期間には
浅見俊雄（教授→国立スポーツ科学センター長）、
菊池武道（助手→千葉大学教育学部教授）、北川
薫（助手→中京大学体育学部教授・学長）、高橋
孝太郎（助手→埼玉大学教育学部助教授、在オー
ストラリア）、そして大橋二郎、兵頭圭介（とも
に教養学部助手→大東文化大学スポーツ・健康学
部教授）と、サッカー絡みの多くの指導者、教育
者、研究者に遭遇できた。加えて、教養学部保健
体育科は加藤橘夫主任教授を中心に日本の
体育・スポーツ界をリードしていくといっ
た気概に溢れた人材が揃っていたのも幸運
であった。
仕事の面では、スポーツ科学の黎明期で
あった東京オリンピック直前がスタートで
あったが、サッカーだけではなく、幅広く
競技力向上に関連する研究、指導者育成な
どの事業に携わることができた。しかも大
学時代の監督であった太田哲男先生（故
人、順天堂大学教授）が日本蹴球協会（当
時）の科学研究関連の責任者として発足時から活
動の場を与えてくれるという幸運にも恵まれた。
　東京大学ア式蹴球部コーチに就任したのは、昭
和43年に監督であった浅見先生からの誘いだっ
た。当時、東大に在籍しながら東京都立大学サッ
カー部監督をしていたが、授業でも顔なじみの学
生がいる東大で指導することにした。蹴球部は藪
内主将を中心に関東大学リーグ１部復帰を最大目
標にしていた時代で、あの残念であった中央大学
との１部入れ替え戦などについては誰かが書いて
くれるとの想いで触れない。
そして昭和48年からは、非常勤講師として勤務
し、また生まれ育った地元の埼玉大学からサッカ

ー部監督の依頼を受け、熟慮の末に受けることに
して、東大のコーチは辞任した。この判断は中心
選手である教育学部学生がその後に教育者として
埼玉サッカーの強化に携わることを期待してのも
のだった。
しかし、昭和44年から浅見、菊池先生と始めた

「御殿下少年サッカークラブ」は、何となく兵頭
先生（部ＯＢ）にバトンタッチするまで蹴球部と
の関わりを深いものにしていた。このクラブの立
ち上げは今にまで続いているきっかけになったも
のとして、その成り立ちについて少し書きとどめ
ておきたい。
昭和43年は、日本サッカーにとっては忘れられ

ないメキシコオリンピック３位入賞で、国内は第
１期サッカーブームに沸き、少年サッカークラブ
が雨後の竹の子のごとく誕生した時代であった。
当時の「東京サッカー友の会」に関係していた牛
木素吉郎氏（部ＯＢ、当時読売新聞）から、友の
会の少年たちを対象としたサッカースクールの指
導依頼が浅見先生のところに舞い込んだ。われわ
れが想い描いていたヨーロッパのスポーツクラブ

と重なるところもあり、運動をする場の少ない都
心の子どもたちに御殿下グラウンドを開放し、身
体活動の場を与えようということで決断した。今
考えてみると、文部科学省が推奨している「総合
型地域スポーツクラブ」の先取りのようなもので
あったともいえる。名称は、東京大学ア式蹴球部
ＯＢ会組織である御殿下クラブの下部組織的な考
え方として「御殿下少年サッカークラブ」という
ことで発足することになった。
この間の活動について詳しく述べる紙数はない

が、特筆したいのは現役諸君の協力であった。彼
らは単に子どもたちにサッカーを教えるというこ
とだけではなく、御殿下少年サッカークラブ設立

ヘディングの練習。指導は日本代表の湯口栄蔵選手。
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の主旨に賛同して時間を割いてくれた。午後から
の厳しい練習があるにも拘わらず、武田主将以
下、八林、吉崎、小柳、松岡などなど最上級生、
しかもレギュラー組が率先して出てきてくれ、ラ
インを引き、子どもたちの指導まで皆で手伝って
くれたことには感謝の念に堪えなかった。終わっ
たあとの正門前「弥生」での昼飯も楽しみであっ
たことも忘れられないが。
初期の時代は駒場での体力・スキルなどの各種
測定、日本体育協会スポーツ診療所における医学
的検査などのパーソナルチェックを行い、年間行
事としては「初蹴り会」「検見川夏季合宿」「日本
代表とボールを蹴る会」など手のかかることも企
画した。それなりの成果が得られたのも蹴球部全
体のサポートがあったからこそ今に引き継がれて
いるものと思う。
そのころの子どもたちや学生コーチ、女子マネ
ージャーたちが、浅見先生や私の「古希」を祝っ
たくれたことを「思い出ばなしの一つ」として結
びとしたい。
（平成国際大学教授。昭和38年～平成８年、東
京大学教養学部保健体育科に在籍）

［参考文献］
浅見俊雄　東京サッカー友の会「第２回少年サッ
カースクール」指導書	1969　
戸苅晴彦　御殿下少年サッカークラブの現状と課
題　体育の科学、21巻11号、1971

会員 200人超した時も
「まったり」した伝統守る

� 兵頭圭介

37年前のことになる。４月にサッカー部に入部
して最初の土曜の練習のときのことだった。最後
のインターバル走が終わって解散前に全員が集合
した。翌日の予定や部費徴収などの諸連絡のあ
と、マネージャーの宮路さん（昭47卒）が「少年
スクールのコーチ募集だが、だれか希望者はいな
いか」と言った。高校生のときから地元のサッカ
ースクールを手伝っていたこともあり、何の抵抗
もなくすぐに手を挙げ、サッカースクール（御殿
下少年サッカークラブ）をお手伝いすることにな

った。
翌日言われたとおりに朝９時半に着替えてグラ

ウンドに出ると、「小学１年生を担当するように」
と言われた。子供たちがすぐに飽きてしまうこと
や、親に言われてしかたなく来ている子が多いこ
となど、前に手伝っていた所と共通点が多かった
のであまり戸惑いはなかった。戸惑ったこととい
えば、子供たちの着ているシャツ（ユニホーム）
の胸のマークの由来が不明だったこと（後で天狗
の団扇だと判明）、子供たちがサッカーそっちの
けで砂遊びを始めることまでは予想できなかった
こと、子供たちの「お坊っちゃま指数」が高いな
と感じたこと（何しろ小学生の履いている靴の方
がコーチの靴より上等だった）くらいであろう
か。
受け持った１年生の中にサッカーは上手だが、

とてもおとなしい浅見という子がいた。浅見監督
のご長男の浅見重雄さんだということは後でわか
った。２時間の練習をなんとか（ダマシダマシ）
終えて、どこかでパンでも買おうかと思っていた
ら、「『やよい』に行くから一緒にこい」と言わ
れ、浅見先生、戸苅先生、菊池先生などのそうそ
うたる方々とご一緒させていただき、なべやきう
どんを頂いた。勘定を払う段になって先生方から
「（払わなくて）いいよ」と言われてうれしかった
のを覚えている。
アルバイト代は１回1000円だったように記憶し

ている。当時、学費は年間１万２千円、学食のカ
レーが70円だったから、金のない学生にとっては
大変いいアルバイトだったが、競争率が高いわけ
でもなく、応募するのはいつもおなじような、金
のなさそうなメンバーばかりだった。子供たちが
なかなか言うことを聞かないことと、日曜は午後
２時から練習があることで、少しでも体を休めた
いという気持ちの人が多かったからかもしれな
い。コーチの常連は手島さん（昭和47卒）、西澤
さん（昭和48卒）や私と同期の遠藤、吉澤、大高
などで、自分が上級生になってからは茅野、杉
浦、堀井、池森（昭和51卒）、小野田（昭和52卒）
などが手伝うようになった。
アルバイト代はグラウンドで浅見監督から頂く

ことが多かったが、駒場キャンパス（教養学部）
の体育科に受け取りに行くこともあり、それが度
重なると、「また来たか」と、体育科の先生方に
顔を覚えていただくまでになり、実験補助のアル
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バイトまでさせていただいた。自分の最初の就職
先が東大教養学部体育科だったことを思えば、こ
のころからご縁があったのかもしれない。
夏休みには合宿があり、検見川や湯の丸高原な
どに行ったのを覚えている。言うことをきかない
子供たちと終日一緒にいるわけだから重労働では
あったが、怪談をすると大人しくなったり、寝室
を見回りに行ってみると低学年の子が泣いていた
りと、普段見ることのできない子供たちのかわい
い一面も見ることができた。
大学を卒業してからもサッカースクールを手伝
わせていただき、その後、東京大学教養学部体育
科に奉職したこともあって、１年ほどブランクが
あったほかは、ずっとサッカースクールを手伝わ
せていただいた。表計算、ワープロ、データベー
ス、ホームページ編集ソフトを使えるようになっ
たのもサッカースクールに関わっていたからで、
そうでなければ自分のような人間はいまごろパソ
コン難民になっていたかもしれない。
サッカースクールは御殿下で活動をはじめてか
ら、来年で40周年になるはずである。その間有名
選手といえば早稲田でレギュラーになり、インカ
レ優勝メンバーに入った佐々木功さんくらいしか
記憶にないが、戸苅先生のお嬢さんが女子マネー
ジャーをしてくださったし、元会員（生徒）だっ
た佐々木務さん（佐々木功さんのお兄さん）は現
在養護教諭という激務のかたわらチーフコーチと
して活躍しておられ、前述の浅見重雄さんはお子
さん連れでコーチとして参加してくださってい
る。また青田（黒崎）知子さん、青田直子さんは
親子２代でマネージャーを務められた。さらに、
創設当時の会員だった竹内俊裕さんは長谷川体育
施設に勤務され、御殿下グラウンドの人工芝張り
替えにかかわられた。
かつては御殿下が文京区唯一の少年サッカーチ
ームということもあって、200人以上の会員を抱
え、練習も２部制にしたこともあった。しかし文
京区でも小学校や幼稚園などを母体に多くの少年
サッカーチームができ、今年３月に飯田橋の小石
川運動場で行われた文京区の少年サッカーの大会
には８チーム（10チームを超えた年もあった）が
参加しており、少年サッカー普及の担い手として
の御殿下少年サッカークラブの使命は終わったと
いえるかもしれない。しかし、勝利指向で上手な
子を優遇し、サッカーするのは子供だけで、保護

者の役割は応援か当番というチームが多い中で、
遊び中心、休憩自由、上手下手にかかわらず試合
出場時間は均等という創設以来の伝統を守ってい
る。また最近は人工芝という環境もあって、子供
と一緒にゲームに参加される保護者の方も増え
て、スポーツを通じて親子がふれあい、ともに育
っていく貴重な場にもなっている。
浅見先生たちのご努力が実って日本におけるサ

ッカーの普及は一応のレベルまでに到達したの
で、御殿下のような「まったり」したクラブも１
つくらいあってもいいのではないだろうか。御殿
下少年サッカークラブが今後とも存続してゆくた
めには、運営担当者の世代交代が必要であろう。
すでに前述したように、元会員や元会員のご父兄
などが新たな担い手として活躍されている。ま
た、山口壱和さん（平成３年卒）や手塚耕治さん
（昭和61年卒、平成16年没）の奥様とお子さんの
ように、浅見先生や私以外の東大ＯＢやその関係
者の方も参加されるようになったが、さらに多く
の東大ＯＢに加わっていただきたいと考えてい
る。今は仕事で忙しい方も、いずれ第１線から退
く日がくるはずであり、その暁にはぜひ日曜の午
前８時半に御殿下グラウンドに（お孫さんの手を
引いて）おいで下さり、御殿下少年サッカーの運
営に携わりつつ、第２の人生を豊かにお過ごしい
ただきたいと願うものである。

東大ダックスの横顔

職場の「チビ蹴」が成長
泥蹴会・一橋ＯＢと定期戦

� 鵜沢聖治

◇ダックスの誕生と名の由来
昭和23年、横山陽三さんが東京大学学生課（現

学生部）へ奉職して、職場の若い職員を集めて二
食の横のバスケットコートに小さいゴールを置
き、集まってきた職員を紅白に分けてゲームをし
たのが始まりです。このゲームは「チビ蹴（チビ
シュウ）」と言っていました。チビ蹴を始めた人
たちは、現在盛んになったフットサルの原点は
「チビ蹴」だと自負しています。
まだサッカーが今ほど社会に認知されていない
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時期、学生部の職場内で始まったチビ蹴が、時が
たつに従って対外試合を行っていくようになりま
した。そこでチーム名が必要だとなり、当時学生
部にいた平田久雄さん（のちに教養学部体育科教
授）が「ダックス」と言う名前を提案したとこ
ろ、割りとスンナリと決まったようです。その心
はと言うと、技はアヒルが歩くがごとく、「ヨタ
ヨタ、ヨチヨチ」なのに、口はいつも「ギャーギ
ャー、ガァーガァー」とうるさく議論をしてい
た、と言うことのようです。ここに「東大ダック
ス」の誕生です。

◇社会人リーグへ船出して
毎日、昼の休憩時間に行われていたチビ蹴に、
他の部局や学科の若い職員が参加してきて、多く
のサッカー仲間が集まるようになりました。当時
施設部にいた黒子真吾さんの働きかけで、昭和47
年に東京都社会人リーグに「東大ダックス」とし
て加盟することができました。
東京都社会人リーグに活躍の場を移したダック
スのメンバーは素人集団に毛が生えたようなもの
で、戦術も戦略もなく戦っていました。それで少
しでも経験者のいるチームには勝てなく惨めな思
いをしたものです。そこで、昭和47年の秋、ダッ
クスが検見川総合グラウンドで合宿をしている時
に誰か指導をしてくれる人はいないかと手塚重郎
さんにお願いしたところ、指導に来てくれた方
が、なんと岡野俊一郎さんで、翌48年の秋に来て
くれた方は浅見俊雄先生でした。おかげさまで東
大ダックスは、今でも御殿下グラウンドで「チビ

蹴」をやりながら東京都社会人リーグで活動を続
けています。

◇横山陽三さんの退官を迎え
昭和53年に横山陽三さんが定年退官を迎え、そ

の功績をたたえてダックスにかかわった多くの仲
間たちで送別試合を企画しました。３月４日、ダ
ックスのメンバーを紅白に分けて御殿下グラウン
ドで試合をしましたが、その時の主審は横山さ
ん、副審は浅見俊雄先生と氏平佑輔先生の両氏と
いう前代未聞の豪華な審判団でした。
写真の中央付近で審判服を着ている３人が（左

から）浅見先生、横山さん、氏平先生です。
東大ダックスが東京都社会人リーグに加盟した

ことで自主的に練習をする仲間が出てきました。
その当時の東大サッカー部のメンバーが、後に泥
蹴会を作られたと聞いています。
泥蹴会の方々が卒業して社会人になって何年か

して、池森さんから「11月23日に泥蹴会メンバー
が集まるので親善試合をやりませんか」と声をか
けていただいたのが、泥蹴会と東大ダックスの定
期戦の始まりでした。途中から一橋大サッカー部
のＯＢも加わり、三つ巴で定期戦をやることにな
りました。ダックスは万年３位に甘んじていたの
ですが、2006年に待望の優勝杯を手にすることが
できました。そのときのダックスの仲間の喜びよ
うは大変なものでした。しかし翌年には再び泥蹴
会に優勝杯を持っていかれてしまいました。また
今年から優勝杯を取り戻すためにも昼休みの「チ
ビ蹴」に励もうと思っています。（東大ダックス）

横山さんの送別試合のあとで
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幅広い多様化のお薦め
面白いプレーを目指そう

� 部長（1982 〜 1990） 西本晃二

ノコさんのご葬儀に出て（エビさんのだったか
も知れない。どちらにも伺ったので判らなくなっ
てしまった。竹腰さんは部の大先輩でいろいろ教
えて頂いたし、海老原さんは僕が初めて東大チー
ムのメンバーとして試合に出た時のキャプテン）、
それがまたちょうど長い間サッカー部長をされた
経済学部の安藤先生が年度末に定年退官される年
に当たっていたので（これまたハッキリしないの
だが）、岡野さんだったかを捕まえて、「安藤さん
の後は、誰が部長なんですかね？」なぞと、我な
がらばかな質問をしたものだ。そうしたら「お前
じゃないの？」と逆に聞かれてビックリ仰天！　
だってまだ若輩の助教授だったし、それに同じチ
ームの仲間で大学に残った者には、なんといって
もサッカーをやり続けている浅見もいることだ
し、僕にお鉢が回って来るなどとは思ってもみな
かったからだ。
	

部長勤めはなんと十数年
それになにしろ僕は大学に入った昭和27年はサ
ッカーをする気がなく、部に入らなかった。ただ
秋の新人戦で教養学部に11人の面子がそろわず、
「助っ人」に雇われてそのままズルズル。当時は
「正月大会」と呼ばれていた全国大学選手権の第
１回大会に出たのが東大チームの一員になった始
まりで、しかもその大会でチームが優勝して今さ
ら抜けられなくなった。その上、４年目は学部を
終えて大学院に行くので、その準備のためプレー
しなかったという、頭ナシ尻切れトンボの変則的
な部員だったからだ。だから「絶対にお前だ」と
浅見を推したのだが、「俺は体育にいるからお前
がいい」と逃げられ、どうしてもお許しがなくて

部長を仰せつかり、なんと十数年も勤めさせられ
たという次第なのである。
	
当初、監督は南谷君だったが、間もなく転勤。

後任に名乗り出たのが平林君で、「大変だから止
めろ」と言ったのに、「イヤ、どうしても」と買
って出た。ところが、これがまれに見る伯楽で、
「勝たなきゃ話にならん！」と秘術を尽くした。
実際その采配の下、関東リーグ復帰の一歩手前ま
で行ったのだが、最後は千葉大に敗れて復帰は果
たせなかった。
	
ところがそうこうする内に、今度は東大創立

100年記念事業の一環として御殿下グラウンドの
地下に体育館を建設、上を人工芝で覆うという話
が持ち上がった。「創部以来の由緒ある場所を動
くわけにいかぬ」と頑張ったが、大学「運動会」
側は「全学決定だからどうしようもない」と冷た
いもの。ＯＢの手島君や吉沢君と切歯扼腕した
が、いかんともなし難かった。しかも工事のため
数年間はグラウンドが使用不可能で、一度も御殿
下でプレーする機会のない部員も出て、いまだに
心が傷む。かつ当時の人工芝はまだ不完全なもの
で、本格的なプレーは火傷その他の障害につなが
る恐れがあり、結局伝統の本拠地を捨てて、農学
部の野球場の隣にグラウンドを移し、部室も作る
ということになり、ＯＢの方々にも寄付金をお願
いしてご迷惑を掛けることになった。
	
いっぽう世の中も変わり、いわゆる伝統的な

「部活」よりは、気楽な「クラブ」型サッカーを
楽しむ学生が増え、同好会に選手が流れる傾向が
目立つ。でもこれは、あながち「けしからぬ風
潮」ではなく、少子化のあおりを食らい、スポー
ツで客寄せをせねばならぬような学校ならいざ知
らず、東大なぞはサッカー好きの者が集まり、選
手たちが「敵の鼻を明かしてやろう」（試合なん
だから、勝つ方が負けるよりは面白いに決まって
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いる）という気になったら、自分でどうすれば相
手よりうまいプレーが出来るか頭を使い、いくら
でもきつい練習をしたらいい。ただしそれは、あ
くまでも「面白い、良質のプレー」をするため。
「勝つ」のはたまたまの結果で、目的ではない。
また各人の個性と体力に応じて、うまいならう
まいなりに、下手なら下手なりに、かつ本人に
も、見ていても「面白い」サッカーをする場にな
ってもいいのではないか。そう思って平林君の後
を引き受けてくれた吉田君と相談し、マネージメ
ントを強化して、いろんなレベルでの試合を、そ
れも出来るだけ多く取り、女子チーム（こちらは
東大の女子学生が勉強ばかりで人が集まらなかっ
た。今ならなんとかなるかも知れない）もと、い
ろいろやってみた。

「勝ち」にこだわりすぎるな
実はこれはナショナル・チームにも当てはまる
ことで、わが国のスポーツが一般に「型」にはま
って、自発性のないものになっているのは「勝
ち」にこだわり過ぎて、プレーという「過程」を
見ないからだと思う。とくにチームスポーツにこ
の弊が強く、個人競技では各人の特徴を伸ばして
国際的に通用する選手が出て来ているのを見る
と、いっそうそういう感じがする。次の試合に勝
つかどうかといった短絡的な目標ばかりでなく、
まず「急がば回れ」式に、選手一人ひとりが個性
に合った「より良いプレー」をし、同時にチーム
ゲームだからメンバー間の連携が成り立つような
サッカーをする環境を作って、各人が自分のサッ
カーをするように持って行く時がそろそろ来てい
るのではないか。その先鞭を東大がとってみては
いかがなものだろうか。

ビッグクラブ化の夢も
御殿下の地の利を活かし

� 部長（1997年〜） 影本 浩

いつから部長を引き受けたのかよく覚えていな
いが、サッカー部出身で学内に残っている数少な
い者として白羽の矢が立ったらしい。元来引っ込
み思案で、「すき焼き」などを囲んだときには肉
を食べ損ねてしまうような性格で、「長」とつく

役割には子供のころからあまり選ばれたことがな
く、私を部長に選んだＯＢの方々の期待には沿え
てはいないと思うが、一応私なりに部長の仕事は
「部の活動に関わる事項についての大学内外での
交渉」「ＯＢや監督、コーチへお礼を述べること」
「練習や試合を時々見にいくこと」などであろう
と考えてやってきた。
部長在任中の大きな出来事で最初に思い出され

るのは、当時練習や公式試合に使っていた農学部
グラウンドが大学の施設建設によって使えなくな
る見通しになったことである。幸いこの時は当時
の運動会の幹部であった小林寛道先生や運動会に
関わる事務方の方々の大変なご尽力で、御殿下グ
ラウンドに立派な人工芝（ＦＩＦＡ公認）と夜間
照明をつけてもらい、サッカー部の練習や試合に
優先的に使えるようにしていただくことができ
た。

心強いＯＢの支援に感謝
このような時こそ部長の出番と最初は意気込ん

でいたが、結局私はうろうろしていただけに終わ
ってしまい、改めて部長職には向いていないなと
感じたものである。
人工芝と夜間照明をそなえたグラウンドを東京

都内のど真ん中に持っているサッカー部は、関東
リーグの強豪校でも例がなく、このグラウンドで
サッカーをしたいために入ってくる新入部員も少
なくないのではないかと思われる。グラウンドが
立派で交通の便もよいということで、公式試合も
御殿下グラウンドで行われることが多く、ホーム
の利を大いに生かすことができている。
また昨年にはＯＢの有志の方々の非常なご尽力

によって、ＯＢ会が法人化され、部活動へのＯＢ
会からの財政的支援の強化、ＯＢと現役一体とな
っての各種行事の企画、実施などを行っていただ
いている。
東京大学のサッカー部にたまたま非常にうまい

選手が入ってきて一時的に強くなることはあって
も、関東の強豪の常連校になることは難しいであ
ろう。一方でＯＢの方々が各方面で活躍されてい
るという東京大学の人材力の大いなる強みを生か
して、これらＯＢの方々の知恵やご支援をいただ
いて、ＯＢ会が将来的には欧州のビッグクラブの
ようなクラブ組織になっていけばとの夢も広が
る。
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最後に、物心両面でサッカー部へのご支援をい
ただいているＯＢの方々、グラウンドや施設の面
で便宜を図っていただいている東京大学の運動会
関係者、またお仕事がありながらボランティアで
監督を引き受けていただいている監督、わずかな
謝礼にも拘わらず熱い情熱を持って指導をいただ
いているコーチや若手ＯＢの方々に改めて感謝申
し上げます。

監督と審判で貴重な体験
女子審判員の育成も担当

� 監督（1965 〜 1966年） 高田宗昌

東大のサッカーとの出会い
東大のサッカーを初めて見たのは昭和23年、灘
中１年の12月、西宮球技場での東西大学１位対抗
戦（対関学）で、関学の鴇田（ときた）選手と神
戸一中で同級だった叔父に連れられてのことであ
った。サッカーのサの字も知らないころのこと
で、どんより寒々とした初冬の曇り空、黄色くな
った芝、東大の選手の白いユニホーム姿が目に浮
かぶ。東大は遠征疲れ（叔父がそう言っていた）
のせいかで敗れたが、試合後の「関学　フレー　
フレー　フレー」と言いながら、片手を３回振る
エールが子供心にシンプルで格好良く見えたのを
覚えている。
翌年、サッカーの盛んだった師範学校の名残の
ある「東京学芸大学東京第一師範学校付属世田谷
中学校」に転校し、ボールを蹴ったのがサッカー
との出会いである。昭和26年に前身が旧制府立
（都立）高校の尋常科だった都立大学附属高校に
進んだ。部室に旧制高校時代の先輩が「サッカー
は棘のあるチューインガムか。噛めば噛むほど味
が。プッと捨てれば未練が残る」などと書いた部
誌がまだ残っていて、バンカラな泥臭い汗臭いサ
ッカーをした。
その高校の体育教官に、当時、東京教育大学サ
ッカー部を率い、昭和28年度の関東大学リーグ優
勝を果たした監督の多和健雄先生がおられ、その
ため関東大学リーグはよく観戦した。早大のエー
ス伯井選手が両足首に真っ白なアンクルガード？
を着け、グラウンドをサラブレッドのようにさっ
そうと走り回る姿にあこがれ、まねたりした。

東大はリーグ戦ではパッとせず、忙しくゴール
を守ったＧＫ立石選手のハンチング帽姿だけが目
立ったが、昭和28年の１月に始まった「第１回全
国大学選手権大会」では中央、立教、早稲田を大
接戦で下し、見事優勝を果たした。国立競技場へ
改装する前の神宮競技場のメ−ンスタンドで、そ
のすべてを見たが、ＯＢとおぼしき、いい年をし
たオジサンたちが勝つたびに「勝った！勝った！」
と子供のように大はしゃぎしていたのを思い出
す。小生自身も東大進学を考えていたころだった
ので、知らず知らずの内に応援していたように思
う。岡野選手の両腕を巧みに使ってのボディバラ
ンスとフェイントが印象に残っている。
その後も東大は30年、31年１月の大会でも３位

になる強さを見せ、浪人時代、駿河台の予備校に
サッカーシューズを裸でぶら下げて行き、校務主
任にしかられるほどのサッカー好きになっていた
小生だったが、東大のサッカー（大学のサッカ
ー）は自分の力の及ばない遠い雲の上の存在にし
か思えなかった。

２年の春入部、秋に２部転落
大学１年の時は出身高校の練習に出かけてボー

ルを蹴り、２年の春に思い立って東大ア式蹴球部
の門をたたいた。上下関係の厳しい運動部を思い
描いていたが、４年生から１年生まで平等にボー
ル当番、グラウンド当番、食事当番（合宿時）を
する極めて民主的な運動部であった。ボール拾い
でもして役に立とうと考えていたところ、思いも
よらぬことに試合に出ることになり、こんな自分
が出て良いのかと思いつつ、ただ無我夢中でボー
ルを追い、走り、蹴り、タックルやスライディン
グをしたが、その秋のリーグ戦は勝てず、入れ替
え戦でも法政大に敗れ、東大ア式蹴球部史上初の
２部転落という屈辱を味わった。その年の監督田
村三郎先生（後に農芸化学科の恩師）、苦労され
たキャプテンの原靖二郎先輩には今でもおわびを
したい気持ちでいる。
その後の２年間、今から考えると１部復帰の可

能性の高かった２年間、１部を目指し、横山陽三
監督（五十嵐洋文主将）と大埜正雄監督の下で戦
い、４年のときは主将、そして若手ＯＢとの混成
チーム（東大ＬＢ）が天皇杯３位になるという思
い出まで作らせていただいたのに、両年ともに日
大に敗れ、２部転落という借金を返せないまま部
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を去った。農芸化学科卒論講座の住木諭介教授
（当時強かったボート部の部長）に結果の報告を
したら「負けたのか。もう１年残ってサッカーを
やるか」と言われた。「何かをやる決心をした以
上は、覚悟を持ってやり遂げろ」ということで、
そういう先生がまだおられた時代だった。

須賀敏孝監督との出会い
卒業後、大埜監督の後を継がれた須賀監督のお
手伝いが微力ながらもできればと考え、昭和34年
から42年まで、土曜の午後、日曜、祝日のほとん
どすべて、御殿下グラウンドに通い、現役ととも
にボールを蹴った。
須賀監督は厳しさを口にされながらも、選手の
自主性を重んじ、穏やかに選手を見守る、包容力
のある監督で、選手たちは監督を尊敬しつつ、よ
く慕い、上野のお店（天ぷらの老舗「山下」）に
顔を出して、ごちそうになったりしていた。多く
の若手ＯＢが監督を慕って、グラウンドによく姿
を見せ、現在も名前が残っている「御殿下サッカ
ークラブ」というチームを結成して、浅見先輩や
小生も加わり、東京のクラブリーグ優勝、関東大
会２位、関東リーグ昇格という活動をした。須賀
監督には資金面でも多大のご援助をいただき、一
時は「理想的なサッカークラブ」への発展を夢見
たこともあった。
その間、昭和34年度（小山冨士夫主将）と昭和
37年度（梅村洋主将）には２部優勝を果たし、入
れ替え戦に臨んだが、いずれも法政大に敗れ、１
部への昇格は出来なかった。
そのころになると、大学チームでは順天堂大、
国士舘大が台頭し、上位校の顔ぶれが変わり始め
た。一部が段々遠くなる感じであった。

代行のつもりで監督に
昭和40年度、須賀監督のご都合が悪くなると同
時に、浅見先輩も名古屋大学に移られる事態にな
り、長らく御殿下に通っていたためか、監督（本
人は今でも代行と思っている）のような立場で、
２年間チームをお預かりした。
未熟な20代の監督で、前年は２部５位、１部復
帰どころか、下位リーグ転落もあるという強い危
機感を持って臨んだように記憶している。
正確さ、早さ、強さをどうやって身につけさせ
るか、あれこれ考え、春合宿では検見川の体育館

の両端にハンドボールのゴールを置き、両端から
ゴールへ蹴りこむ単純な練習を徹底的にした。夏
休みまではポジションの近い２人をペアにして、
10 ～ 15m離れて30秒間にダイレクトパスとワン
トラップパスが何回できるか競わせ、グラウンド
を往復するパス練習では、クラマーの言った「パ
ス　アンド　ゴー」（スタートの早さ、動きのメ
リハリ）を強調した。
学生時代に岡野先輩からよく聞かされた「練習

は試合のように、試合は練習のように」という言
葉を実践し、集中した密度の高い練習をさせたか
った。
チームはスピードのある坂井（ＧＫからコンバ

ート）、中岡、八林を前線に置き、中盤は粘り強
い主将の平田、ボールが持ててパスも出せる野村
と三浦、活動量のある熊谷と鳥原などで構成、デ
ィフェンスはゾーンディフェンスのセンスのある
水沢を中心に、安定感のある小柳（理）を中央
に、他を41年～ 43年度の主将になった嶋田、小
川（恭二）、薮内（現監督）などで固めた。シス
テムは４・３・３を基本にし、スイーパーを置い
たこともあった。
ゲームでは（１）ＦＷの守備の徹底、（２）シ

ューティングレンジに走り込んで来る相手の徹底
的なマーク、の２点を強く指示した
結果は優勝した法政大と２位の上智大に引き分

けの３位だった。悔いは残ったが、絶望的なゲー
ムはゼロで、やることはやったという感触だっ
た。
しかし、翌41年度は小生自身がある程度出来る

選手が残っていると油断し、振り返って考える
と、テーマのはっきりしない「分解した総合練
習」をしてしまった。主将の嶋田君には申し訳な
いことをしたが、結果は入れ替え戦は免れたもの
の、２部６位で史上最悪。基本、基礎の大切さを
痛感した年であった。

審判、審判指導員など役員として
昭和37年に１級審判員に登録され、それこそ休

日だけの「サンデーレフェリー」だったが、昭和
50年代の半ばまで１級審判員、国際審判員として
働かせていただいた。会社の年休はすべてサッカ
ーで使った。会社の上司も「高田のサッカーは仕
方がない」とハンコをついてくれた。
昭和40年にスタートした「日本サッカーリーグ
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（ＪＳＬ）」の開幕試合・日立対名相銀をはじめ、
国内の各種リーグ、大会、国際試合としてはバン
グラディシュのアジアユース、マラドーナが参加
した第２回ワールドユース、ペレが来たニューヨ
ークコスモスの試合など、うまく判定できた試合
はほとんどなく、主審、線審とりまぜて失敗の多
い審判だったが、たくさんの思い出ができた。
審判委員会のメンバーとしても松丸委員長から
高田（静夫）委員長まで６代の委員長に仕え、中
でも東大ＯＢの浅見委員長には、その現役時代か
ら70歳の審判インスペクターの定年までご指導を
いただいたことになる。まさに生涯の師であっ
た。特に平成７年、浅見委員長のご指示で「女子
１級審判員」の創設を、指導育成部長としてお手
伝いしたのが思い出深い。今では、さらに成長し
て女子の国際審判員も生まれる時代になり、良か
ったと思っている。　
Ｊリーグの発足から10年間、マッチコミッショ
ナーとして草創期のＪリーグの推移を見せていた
だいたし、東京オリンピック、ワールドユース、
アジアユース、メキシコ五輪アジア予選などでは
役員として運営に携わった。夢にまでみたワール
ドカップは日韓大会をやじ馬で見物した。
全国に友人が出来、他校出身者を含む多くのサ
ッカーを愛する人たちと交流し、充実した人生を
送ることが出来たと感謝している。また、これら
すべてが東大サッカー部に所属したたまものであ
り、心から大恩を感じている。
なお、私が現役の時代には横山、有馬、早川、
浅見など東大出身の諸先輩が国際審判員に名を連
ねていた。審判員もスペシャルレフェリーなどプ
ロの時代になり、仕事と二足のわらじを履くこと
が難しい世の中になっている。審判は割りの悪い
仕事で、プレーだけしていた方が面白いとの見方
もあろうが、経験してみると人生に広がりが加わ
ると思う。現役諸兄から審判志望者が現れること
を切に願っている。

部に栄光あれ！　現役諸兄への注文
私が東大サッカー部で接した皆さんは偉大だっ
た。
「一生懸命にもいろいろなレベルがある」「覚悟
ができているか」といつも言われた竹腰重丸大先
輩には、インステップキックの時の手の振りの小
指の向きまで指導を受け、「極める」というのは

こういうことかと教えられた。
「決心したら、やらなくちゃ」といわれた大埜
正雄監督には天皇杯関東予選に選手として出場さ
れた時、ペナルティエリアのすぐ外でボールを受
け、ワントラップで自分の得意な形に入り、「こ
れ、入れるよ」と宣言してゴール左上隅に蹴り込
み、自信にまで昇華した技術のすごさと修練の裏
付けの重要さを現場で見せていただいた。
「キャプテンのあり方、条件」「後継者をきちん
と作っておく重要性」を教えて下さったのは岡野
俊一郎先輩で、卒業後の会社生活でも常に思い出
した。
天皇杯でご一緒した諸先輩も、皆さん「この人

となら、同じチームで仕事をしたい」と思わせる
方々ばかりだった。中でも、キックは時々あらぬ
方角に飛ぶこともあるが、どんな相手でも豪快な
幅広いスライディングタックルで止めた海老原朗
先輩は常に明快、明朗、快活で、周囲に勇気を与
え、リーダーシップのお手本がそこにあるという
方だった。
素晴らしい素敵な方々の輪の中で過ごせた自分

は幸せだった。現役諸兄もこのような立派なＬＢ
会の一員であることに誇りを持って欲しいし、同
じような立派な人物になって欲しい。
昨年（平成19年度）、暇にまかせて現役のゲー

ムを、練習試合を含めて遠くは戸塚の明学大、熊
谷の立正大のグラウンドまで出かけて観戦した。
われわれのころより球扱いもフィジカルもレベル
は高くなっているが、われわれが諸先輩から言わ
れたことと同じような感想を持った。歴史は繰り
返すらしい。
服部一郎前監督は「80周年記念誌　闘魂」の中

で現役諸兄を「練習はよくするが、他校の選手に
比して身体が固く、柔軟性に乏しく、スピードが
なく、フィジカルが弱く、イマジネーションがな
い」と分析した上で、「改善できない問題ではな
い」とも述べている。
服部監督と同期だったせいかも知れぬが、私の

感想もまったく同じだ。今のレベルでも東京都リ
ーグ２部校とはほぼ対等、１部の下位校にも何と
か対抗できるが、１部上位校のスピードにはつい
ていけない。でも改善できないほど現役諸兄が劣
っていて、絶望的とは思わない。
１部上位校に対抗する力をつけるのは、月並み

だが「練習」しかないだろう。
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「出来ることだけを繰り返している練習をして
はいないか？」「一つの動作をしたら、すぐ次の
動きに入らず、一休みしてはいないか？」「ボー
ル拾いを歩いてしてはいないか？」───なんだ
か自分たちが現役のときに言われたことを書いて
いるようだ。

宮本武蔵の五輪書に「千日の稽古を鍛とし、万
日の稽古を練とす。能々（よくよく）吟味有るべ
きもの也」とある。皆はそれなりに頑張っている
が、服部監督の言う「＜よくしている練習＞の中
身は自分を日々向上させているか？」「出来るま
で反復練習したか？」「自己満足の技術、鍛錬し
ていない身体で安易に試合に出ていないか？」
「課題を具体的に解決する方策を考え抜いたか？」
「適当なうまさより野性味の方が強い！」を、い
ま一度かみしめて欲しい。
自分の一生懸命のレベルをよくよく吟味してほ
しい。東大サッカー部は他から強制された他律的
な練習でなく、自律的な練習をする部である。課
題の克服に妥協をすれば、敗北しかない。自ら工
夫努力する、負けず嫌いの気持ちの強い個人が集
まれば、試合でもっと楽しいサッカーが出来る
し、東京都リーグ１部への昇格は必ず出来る。あ
きらめてはいけない。同時に自分に厳しくなるこ
とで人間的にも必ず大きく育つ。伝統はただ守る
ものではなく、自分たちでつくり出していくもの
だ。
現役諸兄の今年の秋の笑顔を待っている。ＬＢ
会全員で90周年記念の会合でバンザイがしたい。

引き受けたが迷いつつ
理論的な指導力は足らず

� 監督（1978年） 古村一郎

１．現役時代（昭和42年度～ 46年度）
広島から勇躍上京した。同郷の清木俊行、加藤
寛の３人が入部して同期の桜井英人や小原正たち
にもいくぶんなまった広島弁がひろまった。地震
研裏のかなりガタのきた合宿所に１年半ほど居候
させてもらい、練習後には上野の「山下」で小柳
望さんたちに交じって皿洗いのバイトをさせても
らった。夜食のおかわり無制限は有り難かった。

リーグ戦にレギュラー出場できたのは５年生の
時で、それまでは交代選手だったので、レベルと
しては１軍半くらいの実力だったことになる。
２年生の時に大学騒動が始まり、クラス討論、

デモと人並み以上にかかわったため基礎体力を向
上させることが出来なかった。監督の浅見先生以
下チーム歴代指導陣からは以下の３点を指導され
た。①ボールをこねくり回すな、②ボールをとら
れたら守れ、③90分持続する体力をつけろ。

２．コーチ時代（昭和47年度～ 48年度）
１年以上、大学騒動のため講義も受けないで、

通常より８カ月遅れて本郷に進学、それから１年
ちょっとで学部卒業という強行スケジュールにつ
いていくことができず、１年留年してやっとのこ
とで法学部を卒業したが、いまひとつ学生をやっ
た実感がないので経済学部に学士入学した。昼間
は手島直幸の後がまとして東大出版会教材部の経
済学部編集委員ということで法文31の地下の教材
部で校正をし、午後には御殿下に行ってコーチの
まねをした。
コーチといってもサッカー指導について正式に

習得したわけでなし、要は少しエラそうな顔をし
た球拾いを２年した。監督は理論・実技（往年の
プレーをこの目で見てはいないが）ともに日本ト
ップの浅見先生であるからその指示に従った。現
役の延長だから体力だけはそこそこあって、筋ト
レやインターバルも一緒にこなした。特にＧＫの
吉沢伸明や磨井祥夫は一番の被害者であったろ
う。リーグ戦をどう戦うかの見取り図も持たず、
ひたすらグラウンドに通った。本当は理論・戦術
をキチンと勉強しなければいけなかった。
49年に卒業した。小山冨士夫先輩のおかげで富

士通に入社することができた。人使いは荒いが、
あまり堅苦しいところもない会社で助かった。卒
業後も引き続き週末にはグラウンドに行った。監
督が浅見先生から武田厚さんに交代したのが51年
で、そのときには若手ＯＢが週ごとに交代でグラ
ウンドに出ることにしたが、人数はなかなかそろ
わなかった。

３．監督時代（昭和53年度）
昭和52年の10月に結婚した。その年のリーグ戦

で現役が２部から陥落した。記録を見ると立正大
に１−２で敗戦とあるが、ゲーム内容の記憶は定
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かでない。場所は駒沢だったと記憶する。唯一手
元に残っているメモによると、応援にいった何人
かのＯＢで渋谷のレストラン（？）で沈痛な会話
をしている。
▽メモより　佐々木順孝「勝つための目的合理
性、基本技術の欠如」、小川恭二さん「根性無
い。悔しい。何で力を出し切らないのか」、浅
見先生「現役の決意の程を確認する要あり」。
このあと監督をされていた武田厚さんが仕事の
都合で続けられなくなり、何回かＯＢが集まって
協議、成り行きで私がやることになった。
▽メモより　12月３日　山上会議所で納会。終了
後に上野「山下」へ。４年は宮、吉野、吉江、
岸戸、上村、３年は平林、飯島、宮崎、ＯＢは
須賀、小山、中村、武田、八林、古村。
	 小山先輩「来年度の取り組み姿勢を明確に。監
督は古村」
	 宮（新主将）「２部復帰を目指す。この８人の
合議で運営する」
	 須賀先輩「来年すぐ復帰をと性急に考えず、こ
の際徹底的に問題を洗い出していくべき」
	 古村「ＯＢとの交流は受け身であってはならな
い」
当時サラリーマン４年目で、会社としては一番
使い手があった時らしく、やたら残業や休日出勤
をしており、土日だけグラウンドに出るという中
途半端なものであった。当時のメモには「監督は
全選手のコンディションを把握できる状況になけ
ればならない。土日だけで監督をするのは間違い
である」との上妻達也の言を記していて、監督を
引き受けることをためらったことを思い出す。当
時はそのくらい人を得なかったし、現在のように
専属コーチを招請できるような人材も見当たらな
いし、受け入れ態勢もなかった。
そんな状況の中で監督を引き受け、平日は残業
で深夜帰宅、土日は練習・試合、そしてそのあと
出社というほとんど家にいない状態を続けた。
「今の時代だったら即離婚ね」とことあるごとに
妻に言われた。
４年生は宮恭久が主将、上村司が主務で総勢で
も５人と少なかったが、３年生は10人以上いて、
技術的にもメンタル面でも個性のある選手が多く
いた。こういった選手を技術的・理論的に指導す
ることはかなわず、個々の選手の潜在能力をチー
ム力として顕在化することは出来なかった。当時

監督としてどのような言動をしたのか定かでない
が、吉野元章によると以下の言葉が記憶に残って
いるそうである。
＜古村さんの言葉で印象に残っているのは、審

判に判定への不満を口にした我々に対し、「ちゃ
んとした審判でやりたかったら上に行け」とか、
「４年はリーグ戦のメンバーから外せというＯＢ
の声もあったが、結局点をとっているのは４年な
んだよな」とかといったものです＞
監督というよりもＯＢサポーター的発言であ

り、技術的・戦術的なスキルをキチンと教えるこ
とができていなかったことが推察できる。このあ
と何年かして専任の監督、コーチを招請すること
となる。スポーツのプロ化が進展するなか、学生
スポーツをどのように位置づけて運営するのか常
に議論のあるところである。
リーグ戦が終了したところで、以前より体調

（眼疾患）に問題があり、これ以上負荷をかける
のはだめとの医者のご託宣で辞任を申し出た。善
後策で何回かＯＢが会合を持った。当時新日鉄か
ら経企庁に出向して、「経済白書」執筆に携わっ
ていた内田純司に引き継いでもらった。

私がコーチをしていたときか、監督だったとき
か忘れたが、合宿時で雑談をしていたときと記憶
するが、浅見先生を交えて何人かで以下の話にな
った。
＜技術は突出しているがチーム連携では少々難

ありという選手と、技術・戦術面では少々難ある
もチームからの信頼が厚い選手がいたら、どちら
を起用するか＞
そのときの浅見先生は明快に前者だった。私は

いまだにどちらとも定まらない。それ以前の問題
として指導できるだけのバックグラウンドを身に
つけていない私の指示を受けざるを得なかった当
時の現役諸君の不運に同情する。

抜きん出た部作り目ざし
新しい発見や感動の連続

� 監督（2007 〜） 藪内俊和

2006年１月に東大ＬＢ会が法人化されて発足し
た「現役支援委員会」の委員長として、現役にか
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かわり始め、その後、思いがけず福田前監督のあ
と監督として直接現役と接する立場となり、今年
度は２年目となります。小文は「述懐」としたい
ところですが、現職なので「抱負」と題している
ものの、私の卒業後のサッカー経験やサッカー観
を記したいと思います。

不完全燃焼では終われない
1969年、東大闘争の最中で学内が騒然としたな
か、大幅に遅れたものの６月末にともかくも卒業
し、就職活動のＯＢ訪問で再会させていただいた
３年先輩の野村晋作さん（昭４1卒）のお薦めも
あり、今振り返れば、東農大に大敗したため関東
１部との入れ替え戦に出場できずに終わり、不完
全燃焼のままではサッカーを終われないという意
識があったのでしょう、「卒業後もサッカーので
きる環境」が最大の魅力で東京海上に入社しまし
た。
入社してみると東京海上は、関東大学リーグか
らは東大以外にも慶応大、一橋大、上智大、学習
院大などの出身の優れた選手がおり、東京都社会
人リーグ１部で毎年、優勝争いをする強豪チーム
でした。会社の積極的な支援はありませんでした
し、チームの方針、モットーも大胆かつ簡潔に表
現すれば「サッカー選手である前に東京海上マン
としてトップクラスの社会人になること」でした
ので、週末以外にはボールを蹴ることはなく、大
学時代とはまったく異なる100％サラリーマン生
活となりました。
しかし週末の練習や試合以外にも、藤本鉄也さ
ん（昭30卒）、浜口幸久さん（昭33卒）らの大先
輩や前出の野村さん、関東２部で好敵手だった上
智大ＯＢで３年先輩の市村俊一さんらに、退社後
毎夜のように深夜に至るまで社会人教育を受けま
した。私自身は28歳で海外研修生に選ばれ、ニュ
ーヨークに留学するまで現役選手としてプレー
し、その間1974年には幸運にも東京都社会人の代
表選手に選抜され、主将として予選を戦い抜き、
茨城県で開催された国体一般成年の部に会社から
特別休暇をもらって出場し、優勝を果たすことが
できました。この国体東京都代表チームには宮本
征勝さん（故人）をはじめとする当時の日本リー
グの古河電工や日立製作所で出場機会の少なくな
っていた往年のベテラン名選手もおり、プレーヤ
ーとしてピークにあった私には、これ以上ない忘

れられない経験ができました。

シニアチーム設立に参画
その後、ニューヨークからの帰国後はＯＢの一

人として、東京海上の監督や部長を務めました
が、むしろ地元、横浜市北部のあざみ野でシニア
のサッカーチームの立ち上げに参画し、週末シニ
アプレーヤーとしての活動がメ−ンとなっていま
した。東大にはグラウンドに足を運ぶことも、現
役との接触も東京海上への入社の勧誘活動以外に
はほとんどありませんでした。
そんな私も、東大ＬＢ会の法人化の準備活動に

参画するようになってから東大の現役の状況を知
り、自分の中のア式蹴球部のイメージとの乖

かい

離
り

に
問題意識を持ち始めました。自分の東京海上での
サッカー人生の基礎となった「東大ア式蹴球部４
年生時代」の道をひらいて頂いた１年先輩の小川
恭二前主将や、その道を導いて頂いた浅見俊雄監
督（昭31卒）ら先輩諸兄への恩返しとして「自分
ができることはしなくては」と思うようになり、
いつしか仕事よりもＬＢ会活動に全力投球をして
いる自分に驚くことになりました。
ア式蹴球部の監督としては故服部元監督以来の

「ロートル」監督ですので、我が子より若い現役
選手と接するにあたり、現役から「昔話しかしな
い、小うるさい先輩ＯＢ」とみられ、ＯＢとの距
離をますます感じないように、「自分を理解して
もらうよりも、自分が現役を理解すること」を第
一義として接することにしました。そのため週日
も原則として毎日グラウンドに行って、練習を見
るようにしました。

中途半端な立場に悩みも
大学サッカーの指導者は、一応大人になった個

人としての学生と接するという意味では、未成年
の高校生以下の指導者とは大いに異なり、人間性
形成や錬磨よりも技術や戦術・戦略面の指導がメ
ーンとなります。しかし一方では社会人チームの
指導者とも異なり、完全な成人として突き放すだ
けでは十分でない面もあります。その意味ではプ
ロのコーチに毎日の練習や試合を見てもらう今の
ア式蹴球部の体制下では、監督はやや中途半端な
立場・存在なので現役との関係の持ち方が難し
く、焦燥感に悩んだり落ち込むこともあります
し、毎日新しい発見・驚き、失望・感動の繰り返
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しの連続です。
しかし、大学サッカーのＯＢ監督の最大の任務
は「現役がＯＢの存在やＬＢ会の伝統や活動を理
解して、心強い味方がいることを自覚し、サッカ
ーに打ち込める環境をつくることにある」と考
え、割り切って進んでいこうと思っています。そ
の意味ではこの２年間の１年目の2007年度は、戦
力的にはここ数年で最も充実しているとの前評判
でしたが、もう一歩で東都１部昇格を逃し、戦績
としては満足する結果となりませんでした。ま
た、部としてのまとまりや運営面でも今一つでし
たし、さらにここ数年、春の新入生の勧誘も不首
尾に終わり、部員数が減少していることも問題で
した。
２年目は、「東都で戦績だけでなく、チーム運
営でも他校に負けず、むしろ抜きん出たチームを
目指そう」と現役に監督としての自分の目標を提
示しました。ここ数年、懸案と思っていた「Ｃ級
指導者ライセンス」の研修会に会社を５日間休ん
でチャレンジしましたし、現役も新入生勧誘活動
を全員参加で積極的に行うなど、新しい取り組み
をしています。なんとか数年間のうちに「東都で
抜きん出た一流の大学サッカー部になること」を
実現したいと思っています。

計り知れない部の功績
日本サッカー界の原動力

� 臨時コーチ（1974年） 松本光弘 

いま私は、浦和中学・浦和高校のサッカー部史
「麗和」の中の「史上初の三冠王獲得─年間通算
52連勝を達成す─」（浅見俊雄記）を読んで、記
憶が事実であったかどうかを確認するために、勤
務先の図書館に行ってきた。昭和27年１月７日付
新聞のラジオ番組に、全国高校サッカー決勝戦の
実況が本当にあったことを裏付ける活字を見るた
めであった。確かに、ＮＨＫ第２放送の午後１時
15分から４時30分まで、決勝戦の実況があったこ
とが番組一覧に載っていた。このラジオの実況
が、私をサッカーに導いた火種であったと、私は
秘かに思い返している。

兄と同じく浦和高校に進学

私の長兄が埼玉県立浦和高校に安行中学校から
初の合格者として進学し、１年生で在学していた
のがこの年であった。正月早々、兄は一生懸命聞
きにくいラジオの実況放送を聴いていた。６歳下
の私は小学校４年生の時に当たる。サッカーなど
というものはまったく知らず、ただ兄が応援して
いる浦和高校が勝つことを願っていたこと、ま
た、もし浦和高校に進学できたら強いサッカー部
に入るのもいいかなぁ、などとおぼろげに憧れを
抱いた記憶が残っている。
それから兄は、浦和高校サッカー部の監督の指

導は大変厳しいことなどを、弟たちに話してくれ
た。そして、その優勝チームのメンバーの中の一
人が東京大学に現役で合格したこと、その人は大
変努力家で、勉強方法が変わっていて、合理的で
あったことも話してくれた。サッカーの練習で疲
労困憊して帰ったその人は、食事とともに水をた
くさん飲み、まず寝る。そしてたくさん飲んだ水
で小用のため早朝目覚め、それから勉強をして、
見事東大に現役で合格したとのことであった。私
が浦和高校に進学し、本格的なサッカーにはじめ
て出会い、それ以来あらゆる機会に、直接あるい
は間接的に大きな影響を受けた人でもある話題の
人が浅見俊雄先生であった。
私は幸運にも浦和高校に進学でき、そこで出会

った先生が、その後に池森君の広大附属の監督と
なった福原黎三先生であった。その先生から絶大
なる感化を受け、先生にはなるまいと思っていた
教員の道を進むことになった。前述の浅見俊雄先
生は、東大在学中も卒業後もたびたび母校の浦和
高校に来て、私たちをコーチして下さった。

コーチ研修うけに海外へ
私は東京教育大学に進学し、選手、指導者の道

を進むこととなった。卒業後、母校の東京教育大
学の監督を２年目から任され、３年間行った。そ
の後、事情があり、福島大学に赴任して10年間勤
めた。その間、昭和46年２月から８月までの６ヵ
月間、西ドイツ、イングランドを中心に、海外研
修を許された。また、２年後の昭和48年10月から
12月末の３ヵ月間、テヘランで行われたＦＩＦＡ
主催アジア・コーチングスクールに日本サッカー
協会から派遣された。その翌年、昭和49年から日
本サッカー協会のコーチングスクールを担当する
ことになった。このコーチングスクールの原点
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は、昭和44年に東大検見川運動場で開催された第
１回ＦＩＦＡ主催アジア・コーチングスクールで
ある。

東大よ強くなれの思いで
私も平成５年のＪリーグのスタートまで日本の
指導者養成にいろいろな形で関わってきた。そん
な中、テヘランから帰って気力・体力とも充実し
ていた33歳の春、尊敬してやまない浅見先生から
光栄にも東大のサッカー部の合宿を見てくれない
かとの依頼を受けた。毎年１ヵ月以上、サッカー
協会の仕事で滞在する検見川運動場、芝生での指
導はそのころは願ってもない条件であった。何の
ためらいもなく承諾し、そして合宿。今思えば、
選手の人数、技能レベル、その他いろいろと確認
してから行うのが当然であるところを、いきなり
こちらのレベルに合わせて行われた１週間の合宿
は瞬く間に終わってしまった。とにかく、うまく
なってほしい、強くなってほしいとの一途な思い
から、各自の名前もろくに覚えず、ヨーロッパで
見たサッカーの強烈な印象を下敷きに、日本の最
高学府のエリートたちがそれに少しでも近づいて
ほしい、感じ取ってほしい、またそれが日本のサ
ッカーの発展につながるものと邁進した記憶が残
っている。
広大附属出身で主将の池森君、湘南高校出身の
田中君は特に技術・体力とも優れていた。思い出
話に出るバービーからの連続ジャンプヘッドはプ
レッシャートレーニングといって、局所持久力を
開発するのに適した方法である。しかし、これを
40秒以上行うことは無意味で、日本で言うシゴキ
になってしまう。当時の合宿で、田中君に何回試
技をさせたか、確たる事実は覚えていないが、田
中君の優れた身体能力を見込んでのデモンストレ
ーションの指名であったことははっきり覚えてい
る。
この年度の終わりに、人づてに春の合宿を指導
してもらって良かったと聞いた記憶を思い出しな
がら、今記録を確かめてみると「２部から落ちな
くて良かった」ということだったのかな、と自分
の指導の未熟さを反省している。

更なる活躍を心から望む
最後に、私が日本のサッカーに関わり、今日ま
で来てつくづく思うことは、東京大学ア式蹴球部

の日本サッカー発展に果たした功績は、計り知れ
ないものがあるということである。私の母校、東
京教育大学・筑波大学も大きな貢献はしたもの
の、日本のサッカーが世界で通用するようになっ
た原動力は東京大学のア式蹴球部であり、近年で
は岡野俊一郎、浅見俊雄両氏など直接サッカーに
関わった方は言うに及ばず、政界、官界、経済界
など日本の国内、国外を含め、多くの東大出身者
の活躍抜きには到底不可能であったことは、この
東京大学ア式蹴球部の90年を振り返れば歴然とし
ている。
また、もっと大きなことは、この発展を維持継

続し、今後とも未来に向けて更なる発展をするこ
とである。それにはこれまで以上に東京大学ア式
蹴球部の日本国内国外での存在は重要なものと考
える。現在、そしてこれから東京大学ア式蹴球部
に足を踏み入れるであろう人の更なる活躍とご多
幸を祈ってやまない。
もし、今一度、東大検見川運動場で東大のサッ

カー部を指導してほしいと頼まれたら、何はさて
置いても馳せ参じたい。きっと前回より楽しく、
効果的に合宿の成果を挙げることができるのでは
ないかなどと冗談半分に空想を巡らせている。

（筑波大学名誉教授、平成国際大学教授）
　　　（日本サッカー協会参与）
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服部さん いまどこに 居るんですか
「横断幕」作って偲んでいます

拝啓　服部さんは今どこからア式蹴球部の
サッカーをご覧になっているのでしょうか。
服部さんが亡くなられてから２年５ヵ月が過
ぎましたが、今も、ア式蹴球部の選手たちは
あのころと同じように、鈴木コーチのもと東
京都リーグ１部への昇格を目指して頑張って
います。
僕が初めて服部さんと出会ったのは、入部
前に同期の坂本優と練習を見学しに行ったと
きです。服部さんは覚えてないと思います
が、何か質問されて答えたら「そうかね」と
言われた記憶があります。短い会話でしたが
笑顔の素敵な優しいおじいちゃんという印象
でした。
入部後は、時に厳しい言葉を投げかけてチ
ームを叱咤激励する姿を見て、監督の威厳を
感じていましたが、挨拶するたびに「元気で
やってるかね」といった言葉をかけて気づか
ってくれたのは、新入部員の僕にとってとて
も嬉しいことでした。主将たちとどういった
話をしていたのかは分かりませんが、夏の暑
い日も冬の寒い日も雨の日も、服部監督が農
学部グラウンド（当時の練習場）に足繁く通

って、練習を見たり声をかけたりしてくれていた
ことはよく覚えています。こういったことも皆か
ら慕われていた所以なのでしょうね。
僕個人としては、特に３年まではけがばかりし

て、服部さんの期待に応えることができなくて本
当にすみませんでした。引退後の加賀屋での飲み
会の席で、「しかし、牧には本当にがっかりさせ
られたな」としみじみ言われたときは、言葉もあ
りませんでした。「でもまぁ、４年間よく頑張っ
たよ」と言葉を続けてくださったおかげで救われ
ましたが…。主将として戦った最後の１年も、け
がの心配をしてくれたりチームにカツを入れてく
れたりして、いろんな面で助けていただきまし

（上）部関係の有志で作っ
た横断幕。服部監督が好ん
で口にした言葉が書いてあ
る。後列中央の女性は服部
圭以（たまい）さん

（左）故服部一郎監督

亡
き
監
督
を
悼
ん
で
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た。また、引退後には自宅に４年生全員を招いて
くださって、とてもおいしい奥さんの手料理をご
馳走してくださいました。
本当に、何から何まで、どうもありがとうござ
いました。僕がＯＢコーチになった後も、シーズ
ンインの前や大会の前など、折を見ては幹部陣の
激励会を開いてくれましたね。ア式蹴球部は服部
さんに支えられていたんだなぁ、とつくづく思い
ます。
これは服部さんが亡くなった後に、奥様の圭以

（たまい）さんから聞いた話なのですが、2005年
の秋から冬にかけては、もうかなり病が進行して
いて、立っているのも辛い状態だったそうです
ね。それでも「寝ていて痛いのであれば、グラウ
ンドに行って痛みに耐えた方がましだ」と言って
グラウンドに来てくださっていたと聞きました。
僕はＯＢコーチを含め５年間、そんな服部さんの
下でサッカーをすることができて本当に幸せでし
た。
ところで、服部さんの想いを後輩に引き継ぐた
め、奥様の発案で、小野高志さんを中心にして、
服部世代有志一同の寄付により横断幕を製作しま
した。服部さんがよく使っていた「足を止める
な！　あきらめるな！　サッカーを楽しめ！」と
いう３つのフレーズを入れたのですが、いかがで
しょうか。（かの有名な「ビールは水だ！」のセ
リフは皆の心の中に…）。今も公式戦では横断幕
が張られ、選手を鼓舞しています。
また奥さんは、服部さんは千の風になって、ひ
ょこっと現れては練習や試合を見ているはずだと
おっしゃっていました。僕も試合を見ていると、

服部さんがそばにいるような気がします。
2006年６月18日の春季リーグ決勝トーナメ
ント初戦（対玉川大学）のＰＫ戦でも、同
年10月29日の秋季リーグ最終節（対首都大
学東京）でのＰＫでも、服部さんにお祈り
したらＰＫが止まった（外れた）ことで確
信しました。ただ、さすがに願いをかなえ
てくれるのは１試合に１回だけなんです
ね。
これからもア式蹴球部の選手たちを温か

く見守ってください！

敬具　
　　平成20年10月13日

牧　尚史　

【服部一郎略歴】
1936年（昭11）　２月５日誕生
1955年（昭30）　開成中学、開成高校を経

て東京大学文科一類入学
1960年（昭35）　東京大学法学部卒業
1960年（昭35）　新三菱重工（現三菱重工）

入社
	 　開成中学校からサッカーを始

め、中学、高校、大学、三菱でレ
ギュラーとして活躍し、1958年に
は東大ＬＢで天皇杯３位、1960年
には東大の関東大学２部優勝に貢
献

1996年（平８）　胃がんの手術で３カ月入
院

1997年（平９）　三菱重工特別顧問に就任
1998年（平10）　東京大学ア式蹴球部監督

に就任
2004年（平16）　前立腺がんで手術
2005年（平17）　がんの転移見つかるも病

をおして監督続行、リーグ終了後
監督勇退

2006年（平18）　５月９日逝去　70歳

練習試合の前、グラウンドに立つ故服部監督
（2006年７月29日、同志社大で）
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はないか……。あの２階から下をジーっと見下ろ
していた不自然とも思われるくらい長い時間のあ
の様子を、妻は今でもしっかりと覚えているそう
です。そして、そのことを私にその後もよく語る
のです。鬼気迫るとでもいえそうなその情景は、
幼いころとはいえ６～７歳の妻の心に、今もなお
強烈な印象として残っているのでしょう。自分に
も子供が出来、子供に対する愛情が生まれてき
て、初めて、あの情景が理解できる様な気がす
る、それを思うと、あの時の父親の心情はどんな
であったか…とこの昔話を語るとき、妻はいつも
目が潤むのです。
この父親が、何と竹内悌三先輩なのです。
私は、竹内悌三さんを直接には知りません。た

だ1936年のベルリン・オリンピックに日本サッカ
ー代表が初めて参加し、無名で非力であったの
に、初戦で当時優勝候補であったスウェーデンに
奇跡の逆転勝ちをして、世界のサッカー界を驚か
せた名誉ある選手の１人であることは、我々の間
ではあまりにも有名で、憧れでもあり、誇りでも
あったのです。
その、ジーっと見られていた娘さんが竹内幹子

（もとこ）さんで、今や照明デザイナーとして日
本の第一人者となっています。Ｊリーグのスタジ
アムの照明もいくつか手がけておられると聞いて
います。
私は、立派な先輩を身近に持つことになって光

栄ですが、諸先輩が文字通り礎となられ、今日の
日本のサッカー興隆の基を築かれたことに思いを
いたし、感謝申し上げるばかりです。その万分の
一の恩返しのつもりで、東大ＬＢ会にささやかで
すが寄付を続けようと思っています。

妻の質問が描いたある情景
 中原壮六

「あなた、竹内ていぞうさんってご存知？」と
妻から不意に尋ねられたのは、結婚して何年も経
ってからではなかったかと思います。「知ってる
よ」と返事をしたものの、どうしてそんな質問が
出るのか、その時は良くわかりませんでした。
私たちは昭和34年郷土の大分県の先輩のお世話
で全くの見合い結婚をしました。お互いに相手の
ことも良く知らないままだったようでした。その
ころ北海道の石炭会社に勤めていた私は、雪の無
い夏の間だけ近くの高校にサッカーの押しかけコ
ーチをしたり、会社の若手を集めてサッカー部を
つくり、あまり盛んでなかったその地方のサッカ
ー大会に参加したりしていました。
結婚してすぐに子供が続けて２人も出来、妻は
家事に育児に追われ、家を顧みない夫を支え、慣
れない雪国の生活を夢中で生きていたころでし
た。子供を育てるうちに、自然と生まれる子供に
対する愛情の感覚からか、幼いころの或る情景を
思い出したようでした。
それは昭和16 ～ 17年ころ、日本が太平洋戦争
に突入するころ、仲良しの従姉妹の家に遊びに行
っていた時のことで、２階から下をじっと見てい
るその家の父親がいました。見ている視線の先は
自分の娘（私の妻の従姉妹）で、当時３～４歳
が、無心に遊んでいる姿と思われました。妻はそ
の時、どうしてあんなにジーっと自分の娘を見て
いるのだろうと、不思議に思うほどであったと言
います。その後、日を経ずしてその父親は出征し
て行きました。戦後その父親はシベリアに抑留さ
れ、帰らぬ人となりました。
今にして思えば、あの時、その家の父親は出征
を間近にして、もう見ることが出来なくなるかも
知れないわが娘の姿を、目に焼き付けていたので

日本代表チーム主将 （昭和７年卒）

ベルリン･オリンピック　　　竹内悌三
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父の視線に見守られて
　　　　　　　　照明デザイナー

 石井幹子

私の父、竹内悌三は1908年生まれで、五中（旧
制）、浦和高校、東大とサッカー一筋に打ち込ん
でいたようである。社会人となってもサッカーに
熱中し、ベルリン・オリンピックでは日本代表と
して出場した。今でも、母から譲られた私の写真
アルバムには、オリンピック村に入場した時に旗
手となって、大きな日章旗をかかげて選手団の先
頭に立つ、父の写真が残されている。
銀行家の跡取り息子で東大出の父には、うず高
くお見合い写真が積まれていたそうだが、たまた
ま届けられた母の写真を見て一目で気に入ったと
いう。若く聡明で明るい性格の母は、理想の人だ
ったようだ。
父は当時としては少し遅い29歳で、母は20歳の
ときの結婚で、翌年生まれた私は、父の秘蔵っ子
であった。昭和10年代の日本の男性としては珍し
く、会社の机上に母と私の写真を飾っており、社
内では「竹内さんご自慢の奥さんと娘さん」と評
判であったという。
その後、弟２人が生まれた。戦争が激しくなっ
た昭和18年に召集されて満州の各地を転々とした
が、終戦後はシベリアに抑留され、翌年の４月に
捕虜収容所で病死した。それを知らされたのは２
年後のことであった。
恵まれた境遇に生まれ、サッカーを愛し、オリ
ンピック出場という栄誉も得て、将来を約束され
て社会人となり、理想的な女性と結婚し、３人の
子供にも恵まれるという幸せで華やかだった父と
しては、何とも心残りな無念の死であったことか
と思う。
幸い母方の祖父が健在だったので、私たちはそ
の庇護の下で成人したのだが、母は父が期待した
通り、聡明で元気よく、家は明るい雰囲気に包ま
れていた。

多くの方からご縁いただき

私が父・竹内悌三に守られていると感じるよう
になったのは、東京芸大を卒業して社会人となっ
てからである。ある日、夫（石井紫郎・東大名誉
教授、赤門運動会会長）が帰宅して、意外な話を
してくれた。「赤門近くのバーで飲んでいたら、
都市工学の高山英華先生が近くにおられて話をす
るうちに『君はモクさん（父のあだ名）の婿か！』
とびっくりされたよ」
当時、建築や都市の照明デザインという日本で

は新しい分野を開拓中であった私にとって、高山
英華先生といえば、都市工学の大先生で、仰ぎ見
るような存在の方である。聞けば父と同じころ、
東大でサッカーをされておられたという。以来高
山先生は何かにつけて私のことを気にかけて下さ
るようになった。「困ったことがあったら、いつ
でも言いなさい。朝８時ごろ、自宅に電話するよ
うに」と電話番号まで教えて下さったのは、本当
に心強く有難かった。
もう一人、父のサッカーの縁で私を支えてくだ

さったのは、三井造船会長で、経団連の副会長か
ら初代ＪＲ東日本の会長になられた山下勇さんで

名選手は娘に優しい父だった

後ろに立つのが父の悌三氏、左端が幹子さん、右は母と弟さん



272

第３部 随想録

ある。ある日、本田財団のサロン・トークで私が
スピーチしたあとのことであった。
突然手をあげて話しはじめたのが山下さんで、
熱弁をふるって父・竹内悌三と一緒に東大でサッ
カーをやっていたこと、本日のスピーカーは父親
似であることといった、要は私への応援演説であ
った。以来山下さんは、「モトコちゃん」と私を
呼び、正に娘のように可愛がって下さって、フリ
ーランスの照明デザイナーとして孤軍奮闘してい
た私を、なにかと励ましてくださった。

加えてもう一人、父の関係でご縁をいただいた
のは、国際オリンピック委員として名高い岡野俊
一郎さんである。岡野さんは父と同じ旧制五中
（小石川高校）、東大でサッカー一筋の方である。
照明についても関心をお持ちで、サッカースタジ
アムやスポーツ施設の照明デザインを行うとき
に、貴重なアドバイスをいただいた。
最後に浅見俊雄先生についても述べさせていた
だきたい。浅見先生は夫とのおつき合いから、私
が竹内悌三の娘であることを知って、貴重な資料

をわざわざ探し出してお贈り下さった。それは日
本蹴球協会の昭和10年代はじめのころの機関誌
で、ベルリン・オリンピックのあと選手団と別れ
て、１人ヨーロッパ各地のサッカーを観戦してま
わった父のレポートを掲載した記事であった。今
のように世界の強豪チームのサッカーなど見る機
会が全くなかった時代に、１試合見るたびに即勉
強になったことであろう。

高山英華先生、山下勇さん、岡野俊一郎さん、
浅見俊雄先生と接して、私はその向こうで父が見
守ってくれているような気がしたものである。私
が若い頃は、まだ女子サッカーがなかったので、
残念ながら私にはサッカーをやった経験がない。
でも、サッカーの試合を見るのは大好きである。
父は生前、将来日本でサッカーは必ず盛んにな

ると言っていたと、母から聞いたことがある。現
在の隆盛をきっとどんなにか喜んでいることであ
ろう。日本のサッカーが、オリンピックやワール
ドカップで好成績を挙げることが出来るよう一サ
ッカーファンとして、私は切に願っている。

痛恨！シベリア抑留中に死亡

満州から幹子さんに送られた葉書
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いわゆる ＂ＬＢ会＂（東京大学ア式蹴球部のＯ
Ｂ会）は、長らく部の栄光の歴史と伝統をバイン
ダーとして厳然として存在はするものの、多くの
会員にとっては年に数回、現役の状況報告と会費
納入のお願いおよび会費納入済みの会員のリスト
が送られて来るだけで、いかなる活動をしている
のか、実態の見えない存在であった。

97 年、会則を決めＬＢ会発足
その状況を憂えた二宮泰（昭24卒）や原靖二郎

（昭32卒）らが役員会を設けてＯＢ会として組織
的な活動をしていこうとして動き、1997年5月に
会則を初めて制定した。会の名称を ｢東大ＬＢ会
｣ とし、会長、副会長２名、幹事９名および会計
幹事１名の体制を作り、ア式蹴球部の発展と会員
のサッカー活動の推進および会員の親睦を図るこ
とを目的として活動することになった。

新体制の具体的な活動として、まず1998年（平
成10年）に、現役指導体制の強化が図られ、服部
一郎（昭35卒）が監督に就任し、その下でプロの
コーチと専任契約を結ぶ体制がとられることとな
った。さらに、年間５、６回の ｢ＬＢニュース｣
の発行（全会員へ郵送）、現役の納会開催などに
合わせての総会の開催が行われるようになった。
また、1999年７月には50回記念を迎えた京都大
学蹴球部との定期戦を機に、上記の東大ＬＢ会の
目的に掲げた ＂会員のサッカー活動の推進＂ の具
体化として、50歳を超えたＯＢが声を掛け合って
集い、ともにボールを蹴ろう（試合をしよう）と
いう ｢ＬＢ50｣ がスタートした。これは、この10
年前から行われていた早稲田大学、慶應義塾大学
と東京大学３大学による超ＯＢの定期戦で、年月
の経過とともにメンバーが減ってきたので、50歳
代の供給を求めた、当時のとりまとめ役の折原一
雄（昭31卒）の要望に応じて、樋口周嘉（昭40

卒）らが呼びかけを行ったものであった。
その後、60歳以上を対象に ｢ＬＢ60｣ も動き出

し、それぞれ年に15回から18回程度の試合の機会
を持つようになった。
このようにして、ようやくＯＢ会としての体を

成してきた ｢東大ＬＢ会｣ ではあったが、依然と
して会費の納入は現役が管理する口座に直接払い
込む形をとっており、支出の責任は現役任せで、
ＯＢ会として集めた会費で、具体的に目に見える
形で現役を支援するための予算執行をしていくと
いうことにはなっていなかった。

会費納入率と基金問題を指摘
そんな中で、2004年12月に開かれたＬＢ会の役

員会で、会費納入率が上がらないこと、特に1976
年以降の卒業生では未納者の方が多いことが指摘
され、何らかの対策の必要性が認識されたが、こ
の時は具体的な動きにはつながらなかった。ま
た、この役員会の席上で、古き良き時代に集めた
部の基金が800万円あるが、これが個人名義の公
社債投信と定期預金の形となっており、名義人に
万一のことがあると扱いが難しくなるとの指摘が
あり、その取り扱いについての検討が必要なこと
も認識された。
さらに、大学側から創立130周年を記念して行

う130億円の基金募集への協力要請があったのを
受けて2005年５月に開催した役員会で、大学から
の要請に従って企業への寄付のお願いをするより
も、東大ＬＢ会としての財政基盤を固めることが
先決であるとの意見が手島直幸（昭47卒）から出
された。

法人化に向けて 10人の検討委
その後、会費問題、基金問題を含めて東大ＬＢ

会の財政基盤を固めるためにはどうすれば良いか
を考え出した手島は、ＬＢ50とりまとめ役の樋

東大ＬＢ会　法人化のいきさつ

財政基盤の強化が口火に

現役の支援が最重要課題
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口、公認会計士の堀井茂（昭51卒）らと対応策に
ついての話し合いを進め、＂ＮＰＯ法人化＂ が求
める解ではないかと思い至った。
その思いを整理した手島は樋口らの同意の下
で、2005年７月末の京大戦の応援に集まったＯＢ
に対し、｢東大ＬＢ会ＮＰＯ化に関するアンケー
ト｣ を実施し、ＬＢ会が抱える問題点を訴えつ
つ、その解決策としてのＮＰＯ法人化についての
感触を探り、かつ、賛意を示す人の中からＮＰＯ
法人化検討委員会メンバーへのボランティアを募
った。
40人ほどのＬＢ会員からの回答はおおむねＮＰ
Ｏ法人化の方向に賛成するものであり、検討委員
会メンバーへの立候補も予想を超えて集まった。
これを受けて、手島、樋口の２人は、｢ＮＰＯ
法人化有志の会｣ を開催することとし、８月20日
に交詢社で小山冨士夫（昭35卒）、武田厚（昭45
卒）、吉澤伸明（昭50卒）、兵頭圭介（同）、南谷
尚志（昭51卒）との会合を持った。
この会合では、冒頭に手島からＮＰＯ法人化に
思い至った経緯を記した文章（付属資料１）を披
露し、議論を行って、樋口を委員長とする法人化
検討委員会を設けて検討を進めることを決めた。
委員は、先のアンケートの結果を尊重して、以下
の10名とすることとした。坂井忠昭（昭42卒）、
藪内俊和（昭44卒）、手島、吉澤、兵頭、南谷、
影本浩（昭51卒、ア式蹴球部部長）、堀井、河島
清貴（平16卒）、辻正太（平17卒）
この後、法人化に向けての検討が具体的に始ま
った。以下に、法人設立までの動きを箇条書とし
てまとめる。

法人化までの検討委の動き
▽2005年（平成17年）９月３日　第１回ＮＰＯ法
人化検討委員会を開催
東大ア式蹴球部のＯＢ会である東大ＬＢ会は
法人化をすることが必要であり、ＮＰＯ法人と
する方向で検討することとし、11月のホームカ
ミングデーまでに案をまとめ、当日開催予定の
東大ＬＢ会役員会に提案することを決定。
▽10月８日　第２回検討委員会を開催
▽10月29日　第３回検討委員会を開催
▽11月19日　東大ＬＢ会役員会でＮＰＯ法人化に
ついて説明　
委員会での検討状況を説明し、東大ＬＢ会の

今後を考えて法人化に進むことは好ましいこと
だとの認識を得て、以後、定款の詰めを行うな
どの準備を進めるとともに、｢ＬＢ会報｣ で会
員に法人化の考え方を示し、12月18日の総会で
法人化についての賛同を得る方向で動くことと
なった。

▽12月1日付のＬＢニュースで総会での審議を予
告
ＬＢニュースに、12月18日開催の総会でＬＢ

会のＮＰＯ法人化について賛同を得たいとし
て、その提案の趣旨を掲載し、周知を図った。

▽12月3日　第４回検討委員会を開催
役員会幹部の出席も得て、定款の最終案をま

とめた。
▽12月12日　内閣府国民生活局市民活動促進課の
見解聴取
ようやく定款（案）がまとまったので、ＮＰ

Ｏ法人認可が得られるかどうかの見解を求めた
ものであるが、ここで、定款（案）では主たる
事業として、東大ア式蹴球部の支援と会員自ら
の生涯サッカーの実現を挙げていることから公
益性が認められないので、ＮＰＯ法人の認可は
得られないであろうとの指摘を受けた。
しかしながら会員の共益をもっぱらとする団

体として ＂有限責任中間法人＂ としての法人格
取得は、定款を改めることなく可能であるとの
示唆も得た。

▽12月14日　学生課に対し法人化構想を説明
東大の学生課に対し、樋口、手島、吉澤の３

名で、ア式蹴球部のＯＢ会を法人化したい旨を
申し出て、その背景や定款の内容について説明
した。ここでは前々日の指摘を踏まえて、資料
ではＮＰＯ法人としているが、多分中間法人に
なるとの説明を行った。

▽同日　中間法人で進むことに方針を変更　
学生課への説明後、樋口、手島、吉澤の３名

で協議をして、定款（案）の内容はそのままと
して中間法人とすることを決心した。

▽12月16日　方針変更の通知
ＬＢ会役員および法人化検討委員会メンバー

に、翌々日のＬＢ会総会では、開催案内で ｢Ｎ
ＰＯ化についてうんぬん｣ としているが、中間
法人化として説明をし、賛同を得たい旨を通知
した。

▽12月18日　ＬＢ会総会　山上会館会議室



275

東大ＬＢ会　法人化のいきさつ

法人化検討委員会から、法人化についての提
案を行い（提案の主旨を付属資料２に示す）、
審議を経て、ＬＢ会を ｢有限責任中間法人東大
ＬＢ会｣ の名の下に法人化することについて出
席者の賛同を得た。１月７日にＬＢ会役員会を
開催し正式決定を行うこととなった。
▽2006年１月７日　ＬＢ会役員会で法人化に向け
ての最終確認　
法人化のメリット、デメリットの最終確認を
行い、定款の最終案を審議し、法人化に最終ゴ
ーサインを出した。
▽同日、引き続いて設立時の役員候補者による有
限責任中間法人東大ＬＢ会設立総会を開催
設立趣意書、定款、規則、役員名簿を承認
し、今後の手順を確認して、法人設立登記に進
むことを決定した。
▽2006年１月23日の登記完了を以て法人成立
▽2006年２月15日発送の ｢ＬＢニュース2006年２
月１日号｣ で、会員に法人化が完了したことを
報告（この記事の内容を付属資料３に示す）
▽2006年３月25日　有限責任中間法人東大ＬＢ会
の第１回社員総会を山上会館で開催
総会に先立ち、有志による記念紅白試合を御
殿下グラウンドで行い、総会後には第二食堂に
場所を移して設立祝賀会を開催した。総会出席
者は70名であった。

組織のあり方を見直すべきとき
＜付属資料1＞　
	 2005年８月20日に述べた手島の挨拶（要旨）
昭和47年卒手島直幸です。発起人の１人として
これまでの経緯をご説明しておきます。
2004年12月部室２階で開かれたＬＢ会幹事会
で、前年度決算の説明があり、会費納入率が低下
しつつあり、昭和51年度卒以降は ｢納入者数＜未
納入者数｣ の傾向がはっきりしていることが報告
されました。そして古くから引き継がれてきた基
本会計800万円余の口座管理を法人名にして欲し
いとの声もありました。私は、ＬＢ会の組織のあ
り方を見直すべき時だと感じました。
東大ア式蹴球部の先輩たちが老いてなお情熱を
持って語る ｢東大のサッカー｣ というのは後世に
つなげる価値のあるものだと思います。われわれ
の世代までは当然ともいえるこの考え方は、若い
世代には伝えられているのでしょうか。サッカー

がこれだけ普及して、東大がサッカー界のリーダ
ーであった時代はずいぶん前のことになってしま
いました。最近の若手のＬＢ会への見方が伝統的
な会員のそれとずいぶんちがってきていると思い
ます。
５月５日、本郷で幹事会がありました。東大基

金130億円寄付募集についての話でした。企業の
東大への寄付を斡旋した運動部（ＯＢ会）には寄
付金額の１割相当の見返りがあるというものでし
た。私は、居並ぶ大先輩を前にＬＢ会の財政基盤
を固めるのが先決であると発言しました。このと
き100周年記念行事のことを思い出しました。御
殿下グラウンドから農学部グラウンドにホーム移
転のとき、ＬＢ会が集めた1000万円などで部室を
作ったことを思えば、ＬＢ会が組織として大学と
交渉しなくては何事も改善しないのではないか。
御殿下グラウンドに戻ってきて更衣室もシャワー
もない現況は問題だと思います。国立大学法人と
して新しくなった東大の政策のもとで、運動部は
それなりの組織的対応を迫られているのです。
ＬＢ50の試合に参加しているうちに、ＬＢ会を

ベースにして、夢として描いている、サッカーの
ある暮らしの実現に近づけるのではないかと思う
ようになりました。
ＬＢ会とは何か、その課題は何か、どのように

して活性化すれば良いのか、大学のサッカー部と
は何か等々について、わたしはここ数ヵ月ＬＢ会
メンバーやサッカー愛好者と話し合いを重ねてき
ました。包括的に課題を解決するために、ＮＰＯ
法人化という旗印で運動を起こすのが一番良いの
ではないかと思うようになりました。思い立った
らすぐ動く	「Just	 do	 it!」	 をモットーにしていま
すので、皆様に集まっていただき、ＬＢ会改革の
スタートとしたいと思いました。本日は、熱い議
論を期待しております。

発展の一方、問題点もはらむ
＜付属資料2＞
	 2005年（平成17年）12月18日のＬＢ会総会への
法人化検討委員会からの提案
東京大学ア式蹴球部（以下、東大ア式蹴球部）

は、大正年間に創立され、日本サッカーの草創期
に大きな役割を果たしてきた。そのＯＢ組織であ
る東大ＬＢ会は、昭和10年代、20年代には全日本
蹴球選手権大会で優勝も果たし、昭和30年代から
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40年代にかけては御殿下サッカークラブとして社
会人リーグで活躍した。また昭和40年代には御殿
下少年サッカー教室を主宰して東京大学周辺地域
の住民との交流を始め、現在も継続している。
任意団体東大ＬＢ会は会員総数700名以上（物
故者を含む）を数え、その活動は東大ア式蹴球部
の育成・強化・指導を中心に、ＯＢチームの運
営、少年サッカー教室の運営などに及んでいる。
近年、東大ア式蹴球部ならびにそのＯＢ組織で
ある東大ＬＢ会を取り巻く環境に変化が見られ、
同会には一段の発展の機会とともに組織の長期的
存続が危ぶまれる問題点も明らかになっている。

【発展の機会】
◦東京大学が国立大学法人化したことにより運動
部、ＯＢに対する期待が高まっている。
◦任意団体が法人格をもって社会的認知を受け、
活動を拡大する傾向がある。
◦大学内グラウンド、運動施設の管理運営を外部
に委託する環境になりつつある。
◦日本サッカー草創期の歴史を保存、継承して欲
しいというサッカー界の要望がある。
◦長年のチーム活動、サッカー教室活動で関係す
る人の輪が広がり、発展の種となりうる。
◦Ｊリーグとの提携、国際的な提携によりサッカ
ーの幅を広げる可能性も出てきている。
◦眠っている基金の活用の選択肢が増えている。

【問題点】
◦国立大学法人として学内の資産管理の新方針が
模索されており、ア式蹴球部の練習・試合の環
境は、グラウンドを専用使用してきた昔とは違
うものになりつつあり、大学との交渉事が多く
なってきている。（学内でのプレゼンス）
◦ＬＢ会会員の会費納入率が低下しつつあり、昭
和51年卒以降は「納入者数＜未納入者数」の傾
向がはっきりしている。（財務基盤）
◦東大ア式蹴球部ＯＢとして多彩な活動実績をあ
げながらも求心力がなく、若手ＯＢの無関心層
を生んだ。（組織としての存立意義）
◦基金活用のためには、法人として資金管理する
体制が必要である。（組織力）

このような状況の下、高まる発展の機会を活か
し、諸課題を包括的に解決することを目指して任
意団体東大ＬＢ会を法人組織に改組することを提
案する。すなわち、東大ア式蹴球部の支援という

ＯＢ会としての共益活動を強化することを基盤
に、さらにサッカーを通じて広く市民社会に貢献
できる公益をも目指す法人として、有限責任中間
法人に発展的改組する。法人としての事業は、次
のように拡大発展させる。
①大学サッカーのリーダーを目指して東大ア式蹴
球部の育成・強化・支援活動

②健康維持増進を目指して青年・壮年・熟年の各
年齢層のサッカーチーム運営活動

③地域のコミュニティを形成する場を目指して少
年や父兄のサッカー教室運営活動

④歴史認識を通じて伝統の力を発揮することを目
指してサッカーの歴史教育活動

⑤国際的コミュニティ形成を目指して海外との交
流活動

⑥グラウンド・施設管理運営受託活動
⑦生涯スポーツ、国際スポーツであるサッカーの
情報発信活動

※中間法人　中間法人とは、社員に共通する利益
を図ることを目的とし、かつ、剰余金を社員に分
配することを目的としない社団であって、中間法
人法によって設立されたものをいいます。中間法
人は、社員に共通する利益、すなわち、社員ら自
身の利益を図ることを目的とする点において、不
特定多数の者の利益を図ることを目的とする公益
法人と異なり、剰余金（すなわち対外的活動によ
り得た利益）を社員に分配することを目的としな
い点において、営利法人と異なります。また、中
間法人は、社員に共通する利益を図ることを目的
とする社団であり、社員の存在を要素とする点に
おいて、財団法人と異なります。
例えば、同窓会、親睦団体、同好会などがその

典型ですが、何らかの活動を行うために任意に結
成される社団であれば、営利法人である会社を除
き、中間法人として法人格を取得することが可能
です。
中間法人には、有限責任中間法人と無限責任中

間法人とがあります。有限責任中間法人は、社員
が法人の債権者に対して責任を負わない一方、中
間法人の設立及び運営について、概ね有限会社に
準じた規定が設けられています。無限責任中間法
人は、社員が法人の債権者に対して責任を負う一
方、中間法人の簡易な設立および運営が可能とな
るよう、おおむね合名会社に準じた規定が設けら
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れています。

有限責任中間法人として発足

＜付属資料3＞
	 東大ＬＢ会の法人化決まる･･･2006年（平成18
年）２月１日付ＬＢニュースの記事
ＬＢニュース12月１日号（No.39）で、12月18
日に開かれる東大ＬＢ会総会で会のＮＰＯ法人化
を議題とする旨ご案内しましたが、その後、本件
を検討してきた法人化検討委員会（委員長　樋口
周嘉・昭40卒）による、総会への提案内容の最後
の詰めの段階で行われた内閣府の公益法人担当部
署との面談で「東京大学ア式蹴球部の支援を主要
事業の一つとする形でのＮＰＯ法人化は公益性の
観点から適切ではない」との指摘を受けるととも
に、ＯＢ会としての法人化であれば、「共益性を
要件とする有限責任中間法人がふさわしい」との
助言を得るに至りました。
そこで、同委員会は急ぎ検討をやり直し、12月
18日の総会において、任意団体である東大ＬＢ会
に「有限責任中間法人」という形で法人格を持た
せ、ＯＢ会としての活動の活性化を図っていきた
いとの提案を行いました。
総会ではその提案を受けて熱心な討議が行わ
れ、いくつかの要望事項を付した上で、提案通り
進めることが承認されました。
総会での承認の後、付された要望事項について
の法人化検討委員会の見解を、１月７日に開催し
た東大ＬＢ会役員会において聴取し、その場で、
法人化の手続きに入ることに問題がないとの確認
を行いました。
これを以て、東大ＬＢ会の法人化が正式に決定
したことをここにご報告します。

08 年末から一般社団法人に
（追記）：2006年１月23日設立の ｢有限責任中間法
人東大ＬＢ会｣ は、2008年12月１日施行の ｢一
般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平
成十八年法律第四十八号）｣ により ｢中間法人
法｣ が廃止されることから、新法の施行に伴う
関係法律の整備等に関する法律に従って、その
施行日である2008年12月１日に、新法の規定に
よる ｢一般社団法人｣ に移行することとなった。

（樋口周嘉）
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東大の方と親しく交流
� 日本サッカー協会顧問     
 クリス・マクドナルド

1950年から日本で暮らしてきた英国人の私にと
って、東大とＬＢの思い出は、横浜のＹＣＡＣの
チームでゴールキーパーをしていた50年代、60年
代、そして70年代の前半にさかのぼります。当時
もそして今でも、ＹＣＡＣのサッカーチームは横
浜の山手にあるグラウンドで定期的にプレーして
いますが、私がプレーしていた当時は、多くの皆
さんも覚えていらっしゃるでしょうが、おそらく
日本で唯一つの芝生のサッカーグラウンドでし
た。その芝生ゆえに、また東京で働いている外国
人のチームであったがゆえに、日本の大学や、実
業団などのトップクラスのチームが我々との対戦
を希望し、我々の試合日程はフルに埋まっていま
した。対戦リストには、早稲田ＷＭＷ、慶応ＢＲ
Ｂ、東大ＬＢなどの大学ＯＢチームも含まれてい
ました。
東大の現役チームとＬＢとは毎年対戦していま
したし、有名な選手たちがビジターとしてきてい
たことをよく覚えています。特に岡野俊一郎さん
とは何度も試合をしました。そして私は何点もゴ
ールを奪われました。その後に岡野さんが日本サ
ッカー協会で仕事をするようになってからも、Ｙ
ＣＡＣの試合日程を作成するときに随分と協力し
ていただきました。
私はＹＣＡＣのキャプテンを長くしていて、試
合日程を作成するのが任務の一つだったので、岡
野さんにはしばしば連絡を取って手伝っていただ
いていました。
しかし、最初に思い出される東大ＯＢの方は有
馬洪さんです。ご存知のように有馬さんは優れた
サイドハーフで、戦後に日本代表として多くの試

合で活躍されました。有馬さんは私にとってもＹ
ＣＡＣにとっても素晴らしい友人でした。選手を
退いて国際審判員になられてからは、私たちの試
合の審判をよくしてくれましたし、特に1888年以
来毎年定期戦の行われている神戸のＫＲＡＣとの
インターポートマッチでも、何度も審判をしてい
ただきました。
私は、有馬さんとそのご家族とは大変親しくお

付き合い頂きました。特に、日本に来たばかりで
経験の少ない英国人の私に、戦後すぐの1950年こ
ろのロンドンとはまったく異なる日本の生活に慣
れるための、さまざまなアドバイスを頂いたこと
を思い出します。
横山陽三さん（皆さんにヨウカンと呼ばれてい

ました）も親しい友人の一人でした。横山さんは
当時の日本のトップの審判員でした。同じく審判
員の浅見俊雄さんとは今でもたびたびお会いして
います。
東大やＬＢとの試合は今でも鮮明に思い出せま

す。何回勝って何回負けたかまでは思い出せませ
んが、試合のあとの親睦も大変重要なものでし
た。シャワーを浴びたあと、両チームがクラブの
バーに集まって、ビールとサンドイッチで歓談す
る場は、試合そのものと同様に大変楽しいもので
した。選手同士がここで新たな友人になることも
出来ましたし、その友情がその後も長く続くこと
もありました。
最近のことですが、東京でのあるレセプション

で、荒川吉彦さんと久しぶりにお会いしました。
最初は二人とも思い出せませんでしたが、話がサ
ッカーのことになったとたんに、彼は私をじっと
見て、「何年も前にＹＣＡＣでゴールキーパーを
していたマックさんじゃないですか」といいまし
た。そのあとは当時のことについて会話が弾み、
荒川さんから、そのころのことを東大の90年記念
誌に書いてくれないかという依頼を受けました。

盟友チームからのメッセージ

創部90年 おめでとうございます
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そしてそれは私にとっても大変うれしいことでし
た。
ご存知のように50年代、60年代の東大は強いチ
ームで、我々との試合もいつも激しい試合になり
ましたが、同時に真のスポーツマンシップに満ち
たものでしたので、東大、あるいはＬＢとの試合
はシーズンの中でも最も楽しい試合のひとつでし
た。
当時私は、東大の御殿下や農学部のグラウンド
でも何度も試合をしました。そしてそこは皆さん
も思い出されるように、あまり良くない、特に雨
の時はひどい状態のグラウンドでした。私は岡野
さんや中島裕さんたちとＴＲＩＣＫというチーム
でプレーしていました。Ｔは東大、Ｒは立教、Ｃ
は中央、Ｋは関西学院の頭文字で、真ん中のＩは
International、	 私と中央大卒で韓国の代表にもな
った李さんの二人と、各大学のＯＢとの混成のク
ラブチームでした。
このチームでよく東大のグラウンドで試合をし
ました。グラウンドには更衣室がなかったので、
正門前の銭湯で着替えをして、そこから歩いてグ
ラウンドに行っていました。雨の時は大変で、試
合のあと泥にまみれたびしょぬれの状態で銭湯に
戻らねばなりませんでした。しかし銭湯でさっぱ
りしたあと、近くの田村というグリル（今はなく
なっていますが覚えている方も多いでしょう）で
ビールを何杯も傾けるという楽しい時間を持った
ものです。まさに ＂good	old	days＂ でした。
ＹＣＡＣは今でもサッカーをしていますが、そ
んなに多くは行われていません。昔からのメンバ
ーは日本を離れ、その当時のサッカーを知る人は
誰もいなくなりました。当時の選手で私だけが日
本にい続けています。仕事は完全にリタイアしま
したが。
岡野さん、浅見さんや当時の人たちとは、東京
で行われるＪリーグの試合や国際試合でたびたび
お会いしていますが、そうしたときが、50年ある
いはもっと昔の楽しかった日々を思い出すよい機
会になっています。
最後に、東京大学のサッカーがかつての関東大
学リーグでの地位に復活されることを、またそれ
によってＬＢがさらに輝かしい未来を開かれるこ
とを、そして2018年の100周年を迎えられること
を心から希望しています。
	 （訳：浅見俊雄）

東大戦は独特の雰囲気
京都大学蹴球部ＯＢ会会長

昭和39年卒業　川野眞治

私が在籍した1960-1963年の東大戦は、スコア
は２−２、１−２、１−０、０−０の１勝１敗２
引き分けの成績でした。私たちの時代では、東大
戦は春の京都リーグを戦ったチーム力を秋のリー
グ戦へつなげるとともに、先輩諸兄にリーグ戦へ
の手応えをお見せするという意味もありました。
しかし、何よりも長い伝統に培われた対抗戦は、
リーグ戦とは違った独特な雰囲気があり、特に試
合後の交流会では先輩諸兄の前で若者の気取りと
気取りがストレートに現われ、いわく「私の対面
の意図をかわして（しかじか）…」とか「ゲーム
をつくろうとした裏を取ったことが成功して（う
んぬん）…」といった具合で、負けでもしたら大
変でした。相手にいいように言われる。もちろ
ん、負けたからといって、言われっぱなしという
ことはなく、さらに反論が続くといった具合でし
たから、勝敗へのプレッシャーは大変なものでし
た。今のようにお互いに試合後に肩を並べて飲み

に行くなどは考えられませんでした。
私自身のことを言えば東大戦を戦ったのは２回

生からで、ＦＷとして戦いましたが、当時の東大
ＣＨ(石光氏であったと思う)にほぼ完全に抑えら
れ、何もできなかったことを記憶しています。本
格的に納得できるゲームをしたのは３、４回生の
ときで、ＤＦとして出ました。３回生の時には、
最上級生がチームの要に位置して強力なリーダー
シップをとり、春からチーム力が整備されて、そ
の結果が１−０の勝ちという形で出ました。この
年のリーグ戦は３位という結果を得ました。翌年
４回生のときには大量の卒業生を出し、チームは
弱体化されたと言われながらも、ＤＦに上級生を

1963年夏、御殿下グラウンドでの対抗戦の後で
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残したことを頼りに、必死の練習の結果が東大戦
では０−０の引き分け。見ている先輩諸兄には極
めて凡戦という評価でした。しかし実は、これが
京大の作戦、こちらのペースではないが相手のペ
ースでもない、点を取られない守備、しかしゲー
ムの中ではこちらの時間は必ずあるので、そこに
集中するというチームコンセプトが奏功し、リー
グ戦は３位という結果を得ました。もちろん、そ
のようなゲーム運びを支えるためのメンタル、フ
ィジカル両面でのトレーニングは随分厳しくやっ
た記憶があります。
現在では、大学サッカーの環境は当時とは随分
変わってきています。Jリーグを頂点とするサッ
カー、大きなビジネスとしてのサッカーの流れは
変えようがありません。その中で国立大学でサッ
カーをするということは、どういうことなのか。
サッカー部活動の中でのさまざまな経験とコミュ
ニケーションの結果としてさまざまなことがある
とは思いますが、結局はサッカーが好きだという
ことが大きなモチベーションであると思われま
す。現役諸君が、そのモチベーションを持って４
年間を通せるようなサポート組織がぜひ必要で
す。私たちＯＢが今できることは、そのような組
織化(と財政基盤の確立)を進めることでしょう。
その意味で、東大ＬＢの活動には敬意を表すと共
に期待しているところです。

東大球友とのご縁深く
� 京大ＯＢ 昭和41年卒業     
 伊藤庸夫

昭和43年７月７日は私にとって、人生の記念日
とも言うべき日であった。この日の京都は毎年の
ことながら、蒸し暑く耐え難い日であった。卒業
して３回目の東大戦（京大ではこう呼んでいる）。
この機会を逃すことはないと、人生最大の決意を
した。午前中に京大の東側にある吉田神社で結婚
式を挙げ、京大楽友会館で会費制の披露宴を行っ
た。前々から結婚式だけは２人だけで挙げようと
決意していた。入社３年目の私はお金も無く、し
がらみのない結婚はできないかと悩んでいた。そ
の時にそうだ、京都で東大戦がある。サッカー仲
間もいる、という単純な判断で結婚式を決行した
のである。

家内は今でも「あなたは東大とのＯＢ戦に出る
ために私をだしに使ったのね」と言っているが、
披露宴の直後、京大農学部のグラウンドに直行、
家内はウエディングドレスのまま。私はスパイク
に履き替えＯＢ戦に出場した。東大のＯＢのほと
んどが当時、関東リーグ１部の御殿下クラブに所
属しており、私もその年の３月より入部していた
ため、いわば仲間内のＯＢ戦であった。だからこ
そ結婚式も東大戦のある京都でと決断できたので
あろうと今でも思っている。東大ＯＢの梅村さん
からは「伊藤のそばに行くな、タックル厳禁だ
ぞ」とのありがたい（？）言葉をもらったが、Ｏ
Ｂ戦は引き分けであったと記憶する。　
家内とは、日本リーグの三菱重工のサッカー部

を引退し、御殿下クラブに入部して最初の試合
（43年３月）の御殿下グラウンドでの練習試合で
鼻骨骨折、即東大病院に入院、その時泊まり込み
で看病してくれたことが縁での結婚であった。以
来結婚40周年を今年７月（平成20年）に迎える。
東京大学サッカー部との関わり合いがなければ、
私の人生も変わっていたことだろう。
東大・京大定期戦は京大にとっては秋のリーグ

に次ぐ、大きな試合であった。私が昭和37年入学
した当時の東大・京大のサッカーは、東大が２部
に落ち、何とか１部へ昇格しようと「闘魂」を傾
けていた時期であり、京大は私が入学する前年に
１部に復帰し、関西大学リーグで花を咲かせよう
としていた時期であった。日本リーグもプロも無
い時代、まだ進学校が高校サッカーの主流であっ
たころであった。
東大には私の高校（浦和高）出身の浅見さんが

ＯＢで、安達弟さん（両氏とも全国優勝してい
る）がキャプテン、そして中学時代、東京都大会
で勝てなかった教育大附属出身の畔柳弟氏ら知人
も多かった。京大も全国大会出場の広大附属、修
道高、神戸高、灘高（当時兵庫県ではトップクラ
ス）、そして私も浦和高から入学、レベルの高い
選手が揃っていた。その東大戦が近づくと先輩が
練習を見に来て「絶対東大だけには負けてはなら
ぬ」と発破を掛けた。そのために６月には東大戦
用の合宿があり、暑さに勝つためと称して、今で
は考えられない水を飲ませないトレーニングも課
せられた。結局、私が在籍した４年間、東大戦は
１勝２分１敗であった。とにかく蒸し暑さの中で
の東大戦は秋のリーグ戦への指針となる試合であ
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り、技術、戦術はともあれ、精神で激突する戦い
であった。その甲斐もあってか、私がいた京大４
年間は関西学生リーグで、関学、関大に次ぐ３位
の成績を残すことが出来た。関西リーグでは走り
負けすることはなかった。それだけに厳しい練
習、合宿に明け暮れた４年間であった。
その後1980年、仕事の関係でロンドンに駐在と
なり、たまたま「お前は日本リーグでプレーして
いたのであるから日本サッカー協会の国際委員に
なれ」といわれ、仕事の合間をみて、the	 ＦＡと
かＦＩＦＡとのコンタクト、日本代表チームの欧
州遠征の世話をしていた。
その中でロンドンの駐在員仲間にサッカーをや
っていた連中がいた。東大出身の尾崎哲男君（富
士銀行）を浅見さんから紹介しもらい、彼と「緑
の芝生が当たり前のロンドンでサッカーをやろ
う」と発案。尾崎君が当時ロンドン駐在となって
いた東大サッカー部ＯＢの新井さん（運輸省）、
吉沢君（新日鉄）、そして三菱銀行の山本君を集
め、私と５人でロンドンジャパニーズＦＣを立ち
上げ、日本サッカー界がお世話になったミドルセ
ックスワンダラーズの協力で１ヵ月に１、２度英
国人のベテランチームとの試合を行い、家族を必
ず帯同して懇親するクラブを結成した。今でもそ
の当時のメンバーとは家族をいれて杯を酌み交わ
す。これも東大・京大でサッカーをプレーしてい
たからこそ出来たクラブである。
英国にはオックスフォード、ケンブリッジの名
門大学対抗戦が現在も続いているが、1960年のロ
ーマ・オリンピックにペガサスクラブとしてオッ
クスブリッジスＯＢが出場したのが最後で、現在
は英国の大学サッカーは影を薄くしている。
日本も日本リーグ、Jリーグのプロ化とともに、
大学サッカーのステータスはなくなりつつある。
しかし、いつの時代でもどの社会にもリーダーは
必要である。昔のようにサッカーでもトップクラ
ス、仕事でももちろん日本を背負って立つ存在で
あった時代は、望むべくもないが、サッカーにお
いても一矢を報いる存在であって欲しいと願って
いる。
現在はＪＦＬのＳＡＧＡＷＡ ＳＨＩＧＡ ＦＣ

（滋賀県）のジェネラルマネージャーをしており、
昨年度はダントツの優勝をしながらＪ２へは上が
らず、毎日を企業サッカーの限界はという課題に
挑戦している。結局、私の人生はサッカーとの出

会いで始まり、サッカーで終わりそうである。ロ
ンドンで真のサッカーにめぐり合い、三菱重工を
現地でやめたあと、東芝を経て独立、プロのサン
フレッチェ広島でＪリーグの優勝もし、現在もサ
ッカーマネージメントに携わっていられるのは不
思議な気がする。

東大同期と親しく交流
� 京大ＯＢ 昭和51年卒業    �
 永井利明

私と東大サッカー部同期との関わりは長い。原
点は中学時代（三国ヶ丘中学、大阪府堺市）まで
逆上る。御園慎一郎氏との出会いである。廃部に
なっていたサッカー部を２年生の時一緒に再興
し、１年後に堺市で優勝した。またこの年、1966
年（昭和41年）のワールドカップ・イングランド
大会の「ゴール」という映画を見た。これが我々
のサッカーとの関わりの原点となった。
一浪して大学合格が決まってすぐの３月末、東

京に遊びに行った。泊まる当てもなく東京に着
き、何とか御園氏に連絡が取れて、武蔵小金井だ
ったと思うが彼が居候していた親類に泊めていた
だくことになった。しかし、運悪く？御園氏の母
上もおられて、「永井君、いま何をしているの」
と中学時代と同様お説教を食らってしまった。そ
れ以来、東京では御園氏宅に泊めてもらうことに
なる。

大学１回生の京都での東大定期戦の時、どこか
で見た女性が東大を応援していた。後で知ること
になるのだが、その女性は私の高校の同期生で、
南谷氏の彼女（今の奥様）であった。今も「永井
君」と君付けで呼ばれている。
高校の大先輩の子息（同志社大サッカー部員）

が、ある有名会社の就職試験で面接を受けた。そ
の時の面接担当者が定期戦でライバルだった東大
ＯＢの植村祐幸氏であった。大先輩から依頼を受
けて植村氏に連絡し、お願いした。多分、実力で
入社できたと思うのだが、大先輩とその息子は、
入社できたのは植村氏とサッカーのおかげだと感
謝しており、今でも飲み会の席で話題になる。

50年代同期の「泥蹴会」に準会員ということ
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で、十数年来参加させてもらっている。年に一
度、３チーム（ダックスと一橋大ＯＢ）で試合を
するのだが、海外は別として、全国から同期全
員、何とか都合をつけて家族ぐるみで集まってく
る。私も大阪から無理やり出張を作って参加させ
てもらってきた。植村氏や私のように今でもしょ
っちゅうサッカーをしている者もいれば、年に一
度のこの会だけという者もいる。しかし、プレー
スタイルに昔の面影が今も残っているのは興味深
い。また、この会は身内なら若手の参加も認めら
れており、池森氏のご子息は昔から参加してい
た。親子で一緒にサッカーができるのをうらやま
しいと思っていた。自分の息子で失敗した分、こ
れからは孫に（まだいないが）いかにサッカーを
させるかが今後の私のテーマとなっている。３世
代でサッカーを楽しめたら面白い。
一方、東大定期戦は毎年力が入っていたが、あ
まり良い思い出はない。４年間で１分け３敗。１
回生の時は後半から出してもらったがあまり覚え
ていない。
２回生の時、後半途中まで２−０でリードして
いて、今日は勝てるぞと思っていたら、宮武氏に
２点入れられて引き分け。今でも悔しさがにじ
む。３回生の時は５回生の笠原氏にＣＫからヘッ
ドを決められて０−１の敗戦。５回生が出て来て
もいいのか！と恨んだ。４回生の時はキャプテン
であったが、何もできないまま１−２の敗戦。１
勝もできなかったのは今でも心残りである。
関西リーグ１部でやっているという自負があっ
たが、東大にはどこかうまくかわされた感じがす
る。リーグにおいてレベルの一つ上の相手と試合
をする中で、両チームとも泥臭いサッカーをして
いたと思うのだが、東大の方が若干自由さとスマ
ートさがあったようだ。チームの雰囲気も京大と
は違い、東大は一度やめてもいつの間にか復帰し
ており、出入り自由のところがあった（キャプテ
ンまで務めた人もいる）。東大にはそういうゆと
りというか、余裕があった。今振り返れば、京大
はこのころコーチもいなくてキャプテン中心の自
主運営で、皆いっぱいいっぱいでサッカーだけし
かやっていなかったような気がする。

大学を卒業して30数年経った今も、男組（京大
ＯＢ中心のシニアチーム）において、同期では御
園氏、南谷氏、堀井氏、先輩では笠原氏、佐々木

氏と一緒にプレーしており、ＬＢにも時々参加さ
せていただいている。先日、淡路島で銀パンツ
（70歳以上）の方々が試合をしていた。金パンツ
（80歳以上）の方もおられ、まだまだ元気で走っ
ていて、何より楽しんでサッカーをしていた。20
年後、いや30年後、我々も同じように走り回り、
楽しんでサッカーをしていることだろう。
今後とも長いお付き合いをよろしくお願いいた

します。

検見川Ｇで苦い思い出
� 京大ＯＢ 平成元年卒業     
 島　正樹

東大ア式蹴球部創部90周年、おめでとうござい
ます。近年は学生スポーツを取り巻く環境も大き
く変わってきておりますが、これまで積み重ねら
れた伝統に恥じない東大・京大両校の現役の活躍
を祈念するとともに、貴ＯＢ会の今後の更なる発
展を祈念いたします。
さて今回、東大サッカー部との関わりについて

何か書いて欲しいとのお話をいただき、私が真っ
先に思い起こしたのは検見川グラウンドにまつわ
ることです。私が現役のとき、東大主管で行われ
た東大戦はいずれも検見川グラウンドで行われま
した。１回生の時（昭和60年）、京大は東大戦３
連敗中で、その年に負けると両校定期戦史上初の
「東大戦で勝ったことのない学年」が出てしまう
ということで、京大はかなり気合が入っていまし
た。とは言うものの、京大サッカー部に籍を置い
てわずか３ヵ月だった私はまだ東大戦のもつ意味
についても今ひとつ実感できておらず、当時はま
だ珍しかった芝生（検見川）での試合を楽しみに
していた程度でした。芝生のピッチに備えて取り
替え式ポイントのシューズを試合前日の土曜日に
新宿で買い、意気揚々と検見川に乗り込みまし
た。
当時の合宿所の古さに驚きつつ（失礼！）、練

習で新しいシューズの足慣らしをして迎えた東大
戦、「１軍戦に勝つにはまず２軍戦で勝利を！」
というＯＢや上回生に送り出されて午前中の２軍
戦に先発出場しました。
試合開始から京大がボールを支配し、その流れ

の中、私は前半10分過ぎ（だったと思います）に
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ゴール右隅に左足で先制ゴールを決め、ベンチや
京大の応援の方々を大いに沸かせました。
しかし、その直後に悪夢が私を襲いました。慣
れない芝生に履き慣れない新しいシューズの組み
合わせが災いし、激しくもなんでもないプレーで
芝生にポイントが引っかかって右足首を激しくね
んざ、そのままあえなく前半20分で負傷退場の憂
き目にあってしまいました。歩くことはおろか、
地面に足をつけることさえできない状態で、その
まま合宿所までの長い道のりをチームメイトに背
負われて帰りました。
京大はその後リズムを失いズルズルと失点を重
ね、結局１−４で敗戦、午後の１軍戦への勢いを
完全に削いでしまいました。ＯＢ戦が行われてい
る間に近所の整形外科でレントゲンをとり、骨に
異常はないことが確認できてホッとはしたもの
の、自分にとっては後味の悪い東大戦になってし
まったな、と残念な気持ちで ＂観戦のため＂ 午後
の１軍戦を迎えました。
奮闘むなしく東大にリードを許し重苦しいベン
チで試合を観戦していた私に後半30分過ぎにコー
チからかかった一声は「島、行けるな？」。病院
での処置のおかげでゆっくり歩けるくらいにはな
っていましたが、そんな状態ではまともに走れる
はずもありません。しかし、初めて経験する東大
戦特有の雰囲気の中、最下級生の私は「ダメで
す」とはとても言えず、言われるがままにピッチ
に立ちました。当然、役に立つはずもなく、失意
の中２−４で敗戦、京大は史上初の４連敗を喫し
たのでした。その後右足首は完治までに１年以上
かかってしまい、今でも古傷が痛むことがありま
す。
このような苦い思い出で始まった東大検見川グ
ラウンドとのかかわりですが、その後も現役時代
で言えば３回生の時の東大戦（京大は充実したチ
ーム力で必勝を期して臨みましたが、まんまと東
大の術中にはまって攻めきれず０−１の惜敗）、
何年かぶりに復活させた夏合宿の一環としての東
京遠征（３、４回生）時のベースキャンプ（当時
大学トップレベルだった順天堂大のケガ人チーム
との試合で感じたレベル差）など、結局苦い思い
出ばかりとなってしまいました。しかしＯＢにな
ってからは、東大戦のＯＢ戦やＯＢ七帝戦など、
機会は少ないですが楽しくボールを蹴らせていた
だいています。今後、検見川のピッチに立つ機会

がどれほどあるか分かりませんが、そのときは現
役時代のことを思い起こしながら、いつも以上に
ケガに注意しつつボールを追いたいと思っていま
す。またお世話になりますのでよろしくお願いし
ます！

懐かしい東早慶３強時代
� 慶応義塾大学ＯＢ    
� 昭和27年卒業 松岡　巌

東大ア式蹴球部創部90周年おめでとうございま
す。心よりお祝い申し上げます。
東大サッカー史への寄稿のお話がありましたの

で、昭和22年から23年にかけて東大、早稲田、慶
応が三つ巴でリーグの優勝をかけて激しく競い合
った時代の思い出と、その間にいろいろとご縁の
あった人たちの思い出も一緒に書いてみたいと思
います。
昭和22年から23年に東大で活躍されたメンバー

の方々とはいろいろな場面で深いつながりがあり
ます。22年の関東大学リーグは私にとって大学リ
ーグでの初陣でもあり強く印象に残っています。
22年10月17日、早大東伏見グラウンドでの試合は
５−３で慶応が勝つことができました。東大のメ
ンバーの中には湘南中学（旧制）のＯＢである大
埜さん、早川さん、海老原純さんが中心メンバー
として活躍されておられましたが､ 大埜さんは私
たち湘南中学（旧制）サッカー部が21年に国体兼
全国中等学校大会で神戸一中を破って全国優勝し
たチームの監督で、我々にとっては大恩人です。
早川さん、海老原さんも練習に再三参加し指導し
てくださった先輩でした。また、早川さんは東大
チームのＣＦとして活躍されておられましたの
で、私の東大戦での任務はセンターバックとして
マンツーマンで早川さんを徹底的につぶすことで
した。必死で戦った記憶のみが残っています。こ
の年のリーグは早大が優勝、慶応が第２位、東大
が第３位で終わりました。
23年はびっくりすることに、東大の22年のメン

バーが全員留年して優勝されました。この年の慶
東戦は11月７日に神宮絵画館前で行われ５−２で
完敗しました。当時の東大サッカー部のメンバー
の皆様とのご縁でいうと、早川さんの実弟の小林
忠生君が、また二宮泰さんの実弟の寛君がそれぞ
れ慶応で大活躍され、日本代表としても活躍され
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ました。また、松元さんのお嬢様のユウ子さんが
慶応のマネージャーとして活躍されました。岡本
さん、高橋さん（クロチャン）とは今度は日立で
チームメートとして戦い、全国実業団大会で優勝
した思い出があります。
昭和24年以降に湘南中学時代の同級生の海老原
朗君、香川君が東大サッカー部で活躍されまし
た。またサッカー協会の会長として活躍された岡
野君とはＣＦとＣＨの関係で競り合った仲で、い
ろいろと印象に残っている場面がたくさん思い出
されます。
その後、東大は都リーグに、慶応は関東リーグ
２部に落ちました。早大は都リーグまで落ちたが
現在は１部に上がって頑張っています。
いつの日にか早慶東が再び関東リーグの優勝を
かけて対戦する日が来ることを祈って待っていま
す。

ア式蹴球部の名の長き友
� 東京都サッカー協会会長    
� 早稲田大学ア式蹴球部ＯＢ   
 昭和30年卒業 安田一男

2000年の終わりごろか、浅見俊雄さんから、東
大と早稲田が久しぶりに公式戦で対戦することに
なったと聞きました。そういえば、1956年に東大
が２部に陥落して以来40年ほどは、「早東戦」の
公式戦は行われていなかったのでした。
2000年度に早大は関東大学２部８位となって、
次年度は東京都リーグ１部に降格し、東大は逆に
都リーグ２部で優勝して１部に昇格したので、早
大と東大が、2001年度は同じリーグで戦うことに
なったのでした。私のように60年以上サッカーに
携わってきたものからすると、早稲田と東大が関
東１部ではなく東京都リーグで対戦するというの
は大変残念なことではありましたが、同時に早東
戦が復活したことには懐かしさを感じたものでし
た。
私は1949年に早大高等学院（新制）に入学しま
した。当時の関東大学リーグ１部の優勝回数は東
大９回、早大７回、慶応が５回で、特に早大は
1948年度には３連覇しようとしていたのに東大に
敗れ、優勝をさらわれていたので、東大に対する
ライバル心は強く、東大に打ち勝つことが早大の

至上命題でした。私はまだ高校生だったので、試
合出場には関係ありませんでしたが、東大戦には
他大学との対戦とは異なる悲壮な雰囲気を選手た
ちに感じていました。東大に勝つことが、リーグ
の覇権に大きく関与するので、ＯＢの関心も高
く、「早帝（東）は何日だ。必ず応援に行くから」
という強い激励も多くありました。当時は「早東
戦」が大学サッカーの華であったと思います。
私の直接関係した試合で思い出すのは、1953年

正月に行なわれた第１回全国大学蹴球選手権大会
の東大優勝であります。決勝は東大対早大でし
た。早大は秋のリーグは第３位に終わりました
が、実力的には優勝してもよい力を持っていたこ
とを自負していたのに対し、東大はリーグでは最
下位でした。したがって早大としては当然優勝で
きるという気持ちで戦いましたが、東大に完敗し
ました。東大には旧制インターハイに出場した選
手が何人かいて、正月には異常な力が出たのでは
ないかと思いました。
もう一つ思い出す試合は、1954年11月28日の関

東大学リーグ最終節の対東大の試合です。会場は
明治神宮外苑競技場、天候氷雨、グラウンドコン
ディションは泥濘の中で試合は始まりました。開
始早々、早大のシュートをセーブして防いだ東大
ゴールキーパーの立石さんは、ユニフォームが氷
水でびっしょりになり、体に凍り付いて思うよう
に動けなくなってしまい、結果は早大が８−０で
勝ちました。ディフェンシブハーフの私が３得点
させてもらいましたが、あの悪コンディションで
なければ、当時名ゴールキーパーといわれていた
立石さんから３点も取ることは出来なかったと思
います。
東大も1950年代後半まで関東大学リーグの１部

でがんばっていましたが、その後２部となり、い
つのころからか東京都大学リーグにい続けていま
す。早大も1998年関東大学リーグ２部になり、そ
の後は東京都大学リーグまで陥落しましたが、や
っと2007年に関東大学リーグ１部に復帰しまし
た。
東京都サッカー協会会長としては、東大が大学

サッカーのあり方を示すよきモデルとして都リー
グで活躍してくれるのを有難いこととは思いなが
らも、往時の「早東戦」を知る者としては、早稲
田と東大が関東大学リーグ１部で相見えることを
夢見ております。
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蛇足ながら、関東所在の大学で、ア式蹴球部と
名乗っているのは、東京大学、一橋大学、早稲田
大学の３校のみであります。機会があれば、この
３校でア式蹴球リーグを戦うのも一興かと思いま
す。

親密なご交際いただいて
� 北海道大学ＯＢ         
� 昭和16年卒業 瀬藤進一

まず自己紹介から始めます。　
私は大正７年（1918年）、東京麻布生まれ、生
粋の江戸っ子。奇しくも東大サッカー部創立の年
に生まれた90歳のクレイジー・オールド・サッカ
ーマンです。旧制青山師範学校付属小学校時代
（大正15年、1926年）からボールを蹴り始め、中
学・高校時代（昭和６年、1931年～昭和13年、
1938年）は、７年制の東京高等学校で＜ボールを
蹴る合間に勉強＞のスタイルでサッカーを楽しみ
ました。引き続き旧制北大時代（昭和14年、1939
年～昭和16年、1941年、開戦のため繰り上げ卒
業）は、親友からの忠告＜大学だけはサッカーを
止め、学業に専念せよ＞を素直に受け入れ、＜学
業の合間にスキー＞のスタイルで大学生活を終わ
りました。戦時中は海軍技術将校として航空燃
料・潤滑油の生産に従事、戦場へ赴く事も無く＜
命拾い＞。
自己紹介を終わり、以下、私のサッカー生活を
通じて東大サッカー部大先輩から若手の先輩（と
申しても超70歳）までの方々からご指導、ご支
援、ご協力を頂きました＜想い出＞を記します。

（１）阿部栄夫先輩：旧制東京高校・東大
昭和11年（1936年）ベルリン・オリンピックの
日本サッカー代表チーム決定に先立ち、その１次
候補メンバー（40名）の中に、思いも寄らぬこと
でしたが、当時17歳の私も選ばれ、新大久保の陸
軍士官学校グラウンドで行われた選考ゲームに出
場、東高時代の阿部先輩と同じチームのＦＷとし
てプレーしました。当時のポジション編成では、
ＣＦ阿部先輩、ＬＷ瀬藤でした。カウンター攻撃
の形で攻め上がったＲＷからペナルテイ・マーク
近くに飛んできたクロスを、阿部先輩は、相手Ｄ
Ｆのボディチェックを物ともせず胸で受け、半回

転すると同時に、ゴール前へ走り込んだ私の足元
に落ち着き払ってパス、難無くゴール｡ 相手チー
ムのＧＫは､ 代表イレブンに選ばれた佐野理平氏
でした。
阿部先輩がクロスに向かう姿勢は全く安定して

おり、無理のない落ち着き払ったプレー振りで、
今でも鮮やかに思い出されます。ストライカーは
ゴール前の厳しい攻守の競り合いで、沈着・冷
静・集中が大切であることを明確に示せる好プレ
ーヤーでした。ネットに突き刺さるような強烈な
シュートはあまり見られませんでしたが、守備陣
の意表を突くボールタッチで得点する異色ストラ
イカーとして尊敬しております。

（２）森孝雄先輩：旧制五中・旧制東京高校・東大
昭和12年（1937年）、私が東高３年生でサッカ

ー部主将の時、森先輩は監督として厳しく、かつ
和やかな雰囲気のもとで、私たちの指導に当たら
れました。特に部員がボールに寄るスピードを少
しでも落とすと、「いくら上手にトラップが出来
ようが、良いシュートが出来ようが、ゲームでは
通用しない。練習で失敗は当たり前。失敗を続け
ているうちにいつか進歩する。自分の目指すプレ
ーに挑戦せよ」と大変貴重な教えを賜りました。
私たちは森監督の至言をひたすらに実行し、全部
員が切

せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

して励んだ結果、昭和13年（1938
年）、第15回インターハイで好成績を残すことが
できました。この年は決勝戦まで進みましたが、
広島に１−５（１−１）で敗れました。

（３）篠島秀雄大先輩：旧制東京高校・東大
篠島さんは、私にとりましては東高サッカー

部、並びに会社勤務（三菱化成）時代の大先輩で
す。昭和50年（1975年）、65歳の若さで亡くなら
れましたが、その後も未亡人の春枝様から格別の
ご厚誼を頂いております。
平成18年５月23日＜日本サッカー殿堂＞入り掲

額式の際は、有難いことにご家族とご一緒に参列
の機会を賜りました。顕彰額に刻まれた文章から
大先輩のサッカープレーヤーとしての輝かしいご
活躍、並びにＪＦＡ常務理事、理事長、副会長と
して、20年以上にわたり、日本代表チームの積極
的な海外派遣、海外チームとの交流の強力な推進
など、日本サッカーの発展に貢献されたこと、ま
た、昭和43年（1968年）三菱商事の諸橋会長らと
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ともにテレビ東京の＜三菱ダイヤモンド・サッカ
ー＞の放映を実現、情報の乏しかった時代に世界
トップクラスのプレーを定期的に放送し、サッカ
ーの繁栄の種子をまかれたことなど、極めて広範
囲のご活躍を身近に感じました。
篠島大先輩がお若い時代、昭和13年（1938年）、
東大御殿下で開催された第15回インターハイで、
私たち東高チームが決勝戦に臨んだ１月６日の
朝、合宿所へ思いも寄らぬ＜陣中見舞い＞をお届
け下さいました。午後２時から始まる試合を控
え、ゆっくり朝食、リラックスしておりました私
たちの耳に入った女中さんの声「篠島様から、皆
さんの体をほぐすために派遣された、スポーツマ
ッサージ団がお見えになりました」という声に驚
くやらあわてるやら。当時はまだ一般に普及して
いませんでした＜スポーツマッサージ＞を全員が
緊張した面持ちで受けました。初めての経験で、
＜ほぐされるはずの筋肉がかえって硬直した＞仲
間もおり、正に猫に小判のたとえに漏れない＜超
豪華の差し入れ＞でした。
このスポーツマッサージ団は、ベルリン・オリ
ンピック日本代表チーム帯同の超一流メンバーだ
ったと後日判明。篠島大先輩がご自身で後輩をも
みほぐしたかったところだが、代わりに派遣され
たと知って、その温かいご配慮に感銘いたしまし
た。
篠島大先輩のサッカー選手としてのプレー振り
と将来性を、竹腰重丸氏は、次のように高く評価
しています。
「彼と同期入学の部員は、東大連勝の主軸とな
った優秀選手が多かったので、入学早々はさして
際立った特色を持つ選手とは見なされなかった
が、高校時代に習熟した精密なボール扱いとバラ
ンスの良く取れた体を基に着実に上達し、第２年
を終わるころにはチームに不可欠の選手となって
いた。技術的に特異な長所を持つというよりも、
気力にあふれ、気構えのしっかりした剛毅な選手
であった。決して愚痴は云わず、たとえ味方が失
敗しても、自分がより正確にパスしていたら果た
して如

いかん

何と反省するといった具合で、スポーツ選
手として大成を期待し得る優れた性格を身に付け
ていた」。（『篠島秀雄君を偲ぶ』篠島君と極東選
手権大会）
また篠島大先輩の極東大会出場に関するエピソ
ードについて、竹腰大先輩は次のように書いてい

ます。
「東大は昭和２年以来４年連続でカレッジリー
グで優勝し、昭和５年５月に行われる第９回極東
大会には、東大主体の日本代表チームで出場する
ことが決められていた。東大中心のチーム編成と
なると、攻撃の主力ゲームメーカーであるＲＩ篠
島は欠かせない存在であり、ぜひ出場してもらわ
なければならないと決心、２月初めころだったと
記憶するが、外交科高等文官試験を５月に受験す
るといっていた篠島君に、外交官になることを断
念して、ぜひ極東大会に出場するよう要請した。
大学在学中に高等文官試験をパスしなければ、東
大法学部に入学した意味が無いとさえいわれてい
た時代であったから、受験を止めろというのはず
いぶん無茶な話であったが、彼は快く応じてくれ
た。サッカーのこと以外何も省みるひまもなかっ
た私でも、さすがに人の一生に関することを、あ
まりにもあっさり応諾されたのには驚き、直ちに
工学部の研究室に部長の末広恭二先生を訪ねて、
事の次第を報告かたがた先生のご意見を伺った。
末広先生は振動学の世界的な権威であり、禅の修
養も積まれ、われわれ部員一同が尊崇して止まな
かった偉大な方であるが、いともあっさりと、君
が余り心配することはない。篠島は何をやっても
大丈夫な男だ。外交官を断念して極東大会に出る
のもいいではないか。やらせろとのことでびっく
りし、かつ安心した次第である」。

（４）竹腰重丸大先輩：旧制山口高校・東大
昭和13年（1938年）、第15回インターハイの決

勝戦で広島に敗れた私たち東高に対する竹腰大先
輩の戦評「最後の汗の一滴までしぼり出して戦っ
たと客観的にもいえる歴史が東高にはなかった。
広島イレブンが同地在住の六高・京大の先輩、中
野氏の指導を、三顧の礼を尽くして迎えたこと
は、チームの志向の良さを物語るものであり、広
島の戦績はその求める心が実現せられたものと云
うべきであろう」はけだし名評であり、私達は都
会チームのひ弱さを反省いたしました。
私はこの大会で仲間プレーヤーの好アシストを

得、総得点10ゴールの内、８ゴールを挙げまし
た。竹腰大先輩は私の東高時代の先輩・横山陽三
氏を通じ「東高を卒業後、東大を受験するよう」
お誘いを受けました。当時の全国一の強力ストラ
イカー・六高の直木（和）と瀬藤との２トップを
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もくろんでおられたようでした。単純人間の私は
ためらうことなく＜東大受験＞へ傾きましたが、
サッカー部の親友Ｎ君から「お前は軽はずみの性
格で、大学リーグの花形プレーヤーとして褒めた
たえられると有頂天になって身を誤る恐れあり」
との有り難い忠告を受けました。私の弱点を突い
た正当な教訓を遠慮なく言ってくれた親友に心か
らの謝意を呈し、東大でのサッカーを諦め、雪降
る北海道へ渡りました。

（５）横山陽三先輩：旧制東京高校・東大
上記の通り、北大では曲がりなりにも学業に励
み、＜講義の合間に冬はスキー＞のスタイルで粉
雪舞う十勝岳を楽しみ、学生生活を終わりまし
た。私のサッカー生活は大学時代３年、戦時４年
の合計７年の空白がありましたが、戦後、ＪＦＡ
理事で朝日新聞社（スポーツ・コメンテーター）
の宮本能冬氏のご推薦による＜東京ベテランス・
クラブ＞への加入により再開され、多数の好プレ
ーヤーとボールを蹴る機会を得、東大ＬＢ各位
（横山・須賀・大貫・有馬・三上氏ら）との交歓
が始まりました。横山先輩は私がＬＢの戦力とな
ると考えられたようで、ある日突然「瀬藤はＬＢ
のメンバーとして正式に加入してもらう」と言わ
れ、「北大卒の私がなぜ東大ＬＢに？」といぶか
りましたが、横山先輩いわく「一高と東高は東大
教養学部になった。従って瀬藤は東大教養学部卒
業である。よってＬＢメンバーとして正式に迎え
る」と有り難きご託宣でした。ＬＢでは主として
左ＨＢとしてプレーし、大学と戦時中は辞めてい
ましたサッカーを再び楽しみました。ＬＢメンバ
ーの期間は私の九州転勤（昭和26年）で終わりま
した。終わってみると、私のＬＢ加入に際して横
山先輩から承りました＜迷ご託宣＞はだれから
も、反論されない＜名ご託宣＞だったと懐かしく
思い出しております。

（５）岡野俊一郎さん：旧制五中（小石川高校）・新
制東大
私よりお若いので先輩とは申し上げず、岡野さ
んと呼ばせていただきます。岡野さんは平成６年
（1994年）、ＳＯＩの20周年記念祝賀会にＩＯＣ委
員・ＪＦＡ副会長としてご出席、来賓祝辞の中で
「私は、昭和23年に旧制五中の４年修了時に一高
（旧制）を受験しましたが残念ながら合格できず、

止むを得ず新制大学へ進みました。従ってＳＯＩ
会員の資格をもてないことになったのを大変残念
に思っております。幸い、ＳＯＩの初代委員長・
小林孝正さんが旧制中学の先輩であり、また私が
サッカー協会に関係しているという縁で、ＳＯＩ
の会に最初のころからお招きを受けて参ったとい
うようなことでございます」とご自身がＳＯＩに
格別の関心を抱いていると述べておられました。
野津大先輩のＳＯＩに向けての温かいお志を継承
しておられる方です。最近のＳＯＩドイツ・ツア
ー（平成20年３月31目～４月８日）に際し、対戦
相手の３チームに対しＪＦＡから多くの記念品の
提供を託されましたのも、岡野さんのご配慮によ
るものです。また平成19年から始められた＜全国
ロイヤル大会＞（超70歳の対抗戦・国立競技場）
には旧知のＳＯＩメンバーに交じり生きいきとゲ
ームを楽しまれました。高齢者が自分の好きなス
ポーツを生涯にわたり楽しみ続けることが大切と
思います｡ 私たちＳＯＩは「サッカーが好きでや
っている。健康のためにやっているのではない。
健康は後から付いて来る」と故加納孝君が述懐し
ていましたが、私達のサッカー活動が次第に市民
権を得、全国各地に高齢サッカーマンが増加して
おります。この大会参加希望者を、当日のプログ
ラムに合わせて制限しなければならない事務局の
ご苦労は大変のようです。なおこの大会のスポン
サーは三菱東京ＵＦＪ銀行（畔柳信雄会長は東大
ＬＢメンバー）、また主管事務局は東大ＬＢで、
樋口周嘉氏以下多数の方々のご協力のもと盛大に
挙行されております。

（６）野津謙大先輩：広島一中・一高・東大
野津大先輩には大変お世話になりましたサッカ

ーＯＢインターハイ（略称ＳＯＩ）にまつわる思
い出を記します。ＳＯＩは昭和49年（1974年）旧
制高校サッカー部ＯＢ（全国28校、1400名）をも
って創設されました。創設以前から関西では四高
対六高の定期戦、関東では五高、静岡、浦和、武
蔵、東高、北大予科などの間で交歓戦の形で行わ
れていたのが、一気に全国規模の組織へ広がった
ものです。第１回大会は参加校は15校の参加で始
まり、第３回大会の参加校は29校に及びました。
ＳＯＩ創立祝賀会へお招きした野津大先輩（当時
ＪＦＡ会長）からいただきました祝辞「わが国は
世界一の長寿国と言われるが、医者でもある私に



288

第３部 随想録

言わせれば、医療技術の進歩によって寿命が延長
されたが、多くの寝たきり老人や半病人が含まれ
ており、この現状を改めなければなりません。今
般、旧制高校蹴球部ＯＢの人達たちが集まり、青
春時代に培った蹴球を通じての友情を呼び戻し、
再びボールを蹴ることとなったのは、まことに時
機を得た企てであります。どうかこの機会を活用
され、高齢者生涯スポーツの普及と発展に励まれ
ることを期待します」とのお言葉に対し、われわ
れは創設以来の33年間の活動を通じ、ご期待に沿
うことが出来たと喜び、さらに今後の発展を目指
して互いに鍛えあいたいと念じております。

次に多くの方々からのお話と重複することを承
知の上で、野津大先輩の日本サッカー界発展にか
かわるご功績について記します。野津大先輩が第
４代ＪＦＡ会長として、21年間（昭和30年～ 51
年）日本サッカーの技術の向上に力を注ぎ、特に
昭和35年、日本代表コーチとしてデットマール・
クラマー氏を招請したことは、当時のＪＦＡ役員
の一部の反対を押し切っての大英断として評価さ
れております。
クラマー氏は昭和35年10月、初めて来日して40
日間滞在、さらに昭和36年４月、２度目の来日で
は13カ月の長期間滞在し、代表チームの育成、な
らびにサッカー人口の底辺拡充に全力を投入した
といわれます。クラマー氏は野津大先輩の期待に
沿い、情熱を傾けて代表チームの育成に励み、選
手全員の努力も功を奏し、その結果、東京オリン
ピックでは強豪アルゼンチンを破り第８位。メキ
シコ・オリンピックでは主催国メキシコを破って
第３位。さらにはＦＩＦＡフェアプレー・トロフ
ィー、ならびにＵＮＥＳＣＯよりピエール・ド・
クーベルタン・フェアプレー賞受賞に輝きまし
た。
野津大先輩とクラマー両氏が、日本サッカー発
展の基礎の構築に注がれたご努力を忘れることは
できません。私たちはサッカーを生涯にわたり楽
しむため、その技の巧拙を問わず、人間性の高揚
を目指し、仲間たちと安全に、仲良く、助け合
い、高齢者サッカーを十分楽しみ、元気で続けた
いと思います。いささか手前味噌になりますが、
私たちＳＯＩが33年間の長期にわたり、高齢サッ
カーマン・クラブとして活動し、発展し、揺るぎ
ない伝統を確立できましたのは、メンバーの一人

ひとりが、＜人様に絶対迷惑を掛けない、真の紳
士である＞との不文律をかたくなに守り続けた結
果だと確信しております。好きなサッカーを、善
き仲間と共にお楽しみ下さい。ノブレスオブリー
ジに徹し、心豊かな生涯サッカーを楽しみましょ
う。東大サッカー部90周年を心からお喜び申し上
げ、併せて現役、ＯＢ各位のご健勝を祈念申し上
げます。

注：1949年（昭和2４年）５月、旧制の東京高
校は新制東京大学に統合された。　

［引用文献］
（１）日本サッカーのあゆみ	日本蹴球協会創立50
周年記念出版

（２）野津謙の世界　学芸書林　1979年３月25日
第１刷発行

（３）篠島秀雄君を偲ぶ（非売品）1976年２月11
日発行

（４）若き血潮は燃える旧制高校蹴球大会誌	竹内
至編（非売品）

（５）素晴らしきサッカー集団　サッカーＯＢイ
ンターハイ５年の歩み（非売品）　小林孝正編


	グラウンドと部室　今昔物語
	御殿下少年サッカークラブ　思い出の記
	部長・監督　それぞれの思い
	服部さん　いまどこに　居るんですか
	ベルリン･オリンピック　竹内悌三
	東大ＬＢ会　法人化のいきさつ
	創部90年　おめでとうございます

